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明
治
一
四
年
に
設
立
さ
れ
た
参
事
院
は
、
内
閣
の
命
に
よ
り
諸
法
案
を
起
草
す
る
こ
と
を
主
た
る
職
掌
と
し
、
そ
の
他
に
も
行
政
官
と
地
方
官
と
の
間
の
、
あ
る
い
は
地
方
官
と
地
方
議
会
と
の
間
の
権
限
争
議
の
裁
定
や
、
府
県
か
ら
の
法
律
を
め
ぐ
る
同
に
対
す
る
回
答
な
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
一一一一
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績
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元
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改
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梧
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審
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績
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と
は
い
え
、
残
さ
れ
た
資
料
及
び
文
書
が
限
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
の
参
事
院
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
扱
う
主
題
が
お
の
（１） 
ずと限定されていた。とりわけ、参事院の設立前後の経緯の分析に研究が集中しており、反面、設立か言ら明治一八年
の
廃
止
に
至
る
ま
で
の
四
年
間
の
活
動
実
態
に
つ
い
て
は
、
数
の
少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
参
事
院
に
お
け
る
会
議
の
議
事
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
研
究
者
は
、
例
え
ば
「
公
文
録
」
に
残
さ
れ
た
、
地
方
に
お
け
る
権
限
争
議
に
対
す
る
参
事
院
の
裁
定
書
な
ど
か
ら
、
そ
の
活
動
実
態
を
推
定
す
る
ほ
か
な
い
。
（２） 
（３） 
（４） 
権
限
争
議
の
裁
定
や
、
菫
碩
願
規
則
の
制
定
、
あ
る
い
は
刑
法
改
正
草
案
の
審
議
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
「
公
文
録
」
や
「
梧
陰
文
庫
」
に
残
さ
れ
た
資
料
及
び
文
書
を
も
と
に
、
す
で
に
優
れ
た
先
行
研
究
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
参
事
院
の
職
掌
の
中
で
も
重
視
さ
れ
た
、
元
老
院
に
お
け
る
法
案
説
明
と
い
う
活
動
に
関
し
て
は
、
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
に
よ
り
、
そ
の
詳
細
な
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
先
行
業
績
の
き
わ
め
て
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
論
に
お
い
て
は
、
元
老
院
に
お
い
て
参
事
院
議
官
の
同
席
の
も
と
に
審
議
さ
れ
た
法
案
の
中
か
ら
、
特
に
明
治
一
五
年
の
集
会
条
例
改
正
案
に
着
眼
し
、
大
幅
に
規
制
を
厳
し
く
す
る
改
正
に
際
し
、
起
草
者
で
あ
る
参
事
院
議
官
と
元
老
院
議
官
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
中
で
も
、
明
白
に
政
談
演
説
会
と
称
す
る
集
会
の
み
な
ら
ず
、
学
術
会
や
懇
親
会
等
の
名
称
を
有
す
る
集
会
を
も
監
臨
及
び
処
断
の
対
象
に
含
め
た
第
一
六
条
改
正
案
の
制
定
に
際
し
て
は
、
参
事
院
及
び
元
老
院
の
双
方
の
議
（５） 
宮から、取締を一層強化すべきとの一戸が出たものの、「梧陰文庫」に残された内務卿訓一不案を見る限り、実際の取締
に
際
し
て
は
警
察
官
の
行
き
過
ぎ
に
充
分
、
注
意
す
る
よ
う
に
と
訓
示
を
行
う
案
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
、
明
治
一
三
年
制
定
の
集
会
法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
一四
ど
、
立
法
事
務
を
，
中
心
に
、
行
政
事
務
に
も
参
与
す
る
、
き
わ
め
て
広
範
な
権
限
を
有
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
こ
の
設
立
に
は
法
制
官
僚
で
あ
る
井
上
毅
が
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
、
井
上
の
遺
文
書
で
あ
る
「
梧
陰
文
庫
」
に
は
、
複
数
の
関
連
資
料
及
び
文
書
が
残
さ
れ
ている。
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こ
の
よ
う
に
、
集
会
条
例
改
正
案
第
一
六
条
に
着
眼
す
る
こ
と
で
、
立
案
段
階
の
参
事
院
及
び
元
老
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
際
の
留
意
事
項
で
あ
る
内
務
卿
訓
示
案
と
い
う
、
個
別
に
規
範
性
及
び
拘
束
性
を
持
つ
法
令
の
二
つ
の
側
面
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
改
正
後
に
訴
訟
提
起
さ
れ
た
大
審
院
判
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
時
点
で
作
ら
れ
た
法
規
範
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
実
態
の
も
と
に
適
用
さ
れ
て
行
く
の
か
と
い
う
経
過
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
本
論
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
内
に
含
み
つ
つ
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
集
会
条
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
貴
重
な
先
行
業
績
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
業
績
は
、
主
に
①
明
治
一
三
年
の
集
会
条
例
制
定
の
経
緯
や
草
案
を
扱
っ
た
も
の
と
、
②
そ
の
後
の
経
過
か
ら
一
五
年
の
改
正
に
至
る
ま
で
を
扱
っ
た
も
の
の
二
種
に
大
別
で
き
る
。
（６） 
①
前
者
の
業
績
と
し
て
、
松
尾
一
早
一
の
研
究
を
掲
げ
る
。
松
尾
は
、
新
聞
紙
条
例
改
正
や
集
会
条
例
制
定
と
い
っ
た
表
現
の
自
由
に
関
わ
る
規
制
立
法
に
つ
き
、
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
の
関
与
を
中
心
に
据
え
て
検
討
を
行
い
、
彼
が
自
由
民
権
運
動
を
弾
圧
す
る
立
法
に
お
い
て
重
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
「
基
本
的
に
は
政
府
の
政
策
を
支
持
す
る
立
場
に
立
ち
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ながら、その枠の中でいくらかでもブルジョア的改革に向かっての最大限の努力を、・・・（略）忠実かつ正々堂々と行
、
、
、
（７） 
な
っ
た
（
傍
点
は
原
文
の
ま
ま
）
」
と
評
価
す
る
。
し
か
し
、
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
の
意
思
が
ど
れ
ほ
ど
現
実
の
法
政
策
に
反
映
さ
れ
た
か
と
いう点をも視野に入れると、自由民権運動弾圧政策立法におけるポアソナードの役割を評価するには、なお一層慎重
（８） 
な検討が課題として残されると思われる。また、新聞紙条例改正の建議が、参事院議長山県有朋の名で出された点や、
（９） 
参事院がポアソナードに対して諮問を行っている点などを考慮すると、こうした規制立法をめぐり、参事院の果たし
た役割が小さくなかったと推察される。参事院の実質的活動がなかなか明らかになっていない現状に鑑みても、この
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
一五
考えられる。
条
例
を
立
案
し
た
井
上
毅
は
、
学
術
会
や
懇
親
会
等
の
名
を
有
す
る
集
会
へ
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
と
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法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
一一ハ
点は〈「後、検討に付すべき課題であろう。
（、）
さ
ら
に
、
森
山
誠
一
の
業
績
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
明
治
一
一
二
年
制
定
の
集
会
条
例
が
、
高
揚
す
る
自
由
民
権
運
動
の
抑
制
を
第
一
の
企
図
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
運
動
に
対
し
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
実
が
再
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
森
山
は
、
集
会
条
例
が
プ
ロ
シ
ア
の
法
案
を
参
照
し
つ
つ
も
、
井
上
毅
と
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
積
極
的
参
画
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
（、）
「
梧
陰
文
庫
」
内
に
は
、
ボ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
の
本
条
例
適
用
に
関
す
る
答
議
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
条
例
の
制
定
及
び
運
用
に
際
し
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
深
い
関
与
が
あ
っ
た
事
実
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
一
五
年
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
答
議
資
料
が
見
当
た
ら
ず
、
元
老
院
会
議
に
お
い
て
も
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
の
意
見
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
発
言
が
皆
無
であることから、’五年の改正は曰本人の提起によりなされたと考えうる。
②一三年の条例制定以降の経過を追った先行研究として、まず、手塚豊の業績が挙げられる。手塚は、明治一一一一年
四
月
か
ら
同
年
五
月
に
至
る
ま
で
の
、
集
会
条
例
適
用
に
関
す
る
内
務
省
及
び
各
地
方
官
庁
か
ら
太
政
官
法
制
部
に
対
す
る
質
問
を
集
め
、
（、）
史
料
の
紹
介
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
明
治
一
一
二
年
四
月
五
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
集
会
条
例
を
適
用
す
る
に
際
し
て
生
じ
た
種
々
の
問
題
点
、
と
り
わ
け
、
懇
親
会
や
親
睦
会
と
い
っ
た
名
の
下
に
政
談
演
説
会
を
行
う
よ
う
な
事
例
に
対
し
、
本
条
例
を
適
用
し
う
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
論
点
と
し
て
生
じ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
実
態
を
背
景
に
、
明
治
一
五
年
の
改
正
に
お
い
て
は
、
学
術
会
等
を
規
制
の
対
象
に
含
め
る
第
一
六
条
の
起
草
が
主
眼
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
手
塚
の
業
績
と
し
て
は
、
元
老
院
（田）
に
お
い
て
立
案
さ
れ
た
集
会
条
例
改
正
意
見
書
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
一
五
年
の
改
正
を
経
た
後
に
、
一
元
老
院
内
部
で
、
さ
ら
な
る
条
例
の
改
正
を
企
図
し
、
政
党
そ
の
も
の
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
旨
の
意
見
書
が
起
草
さ
れ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
手
塚
に
よ
る
と
、
本
意
見
書
は
正
式
に
元
老
院
に
提
出
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
多
く
の
政
党
が
弾
圧
に
あ
い
解
散
を
命
じ
ら
れ
た
明
治
一
六
年
と
い
う
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
意
見
書
が
起
草
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（Ｍ） 
ま
た
、
中
原
秀
典
の
業
績
に
よ
り
、
明
治
一
一
二
年
に
集
会
条
例
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
か
ら
、
同
一
五
年
の
改
正
に
至
る
ま
で
の
経
過
が
、
一
望
の
も
と
に
概
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
原
は
、
｜
三
年
の
条
例
施
行
後
に
、
学
術
会
や
懇
親
会
に
名
を
借
り
た
、
（脂）
「いわば脱法的な集会」が行われた事実についても一一一一巨及している。さらに、改正後の運用に関する内務卿訓一不案にも
（陥）
触れ、本訓示の完成に際して、井上が何らかの関与をなした可能性につき一不唆を行っている。中原は、改正後の地方
の
措
置
に
つ
い
て
も
史
料
を
掲
げ
、
こ
れ
に
よ
り
、
学
術
会
や
懇
親
会
と
い
っ
た
集
会
に
対
し
て
、
「
探
偵
者
」
を
差
し
向
け
、
規
制
を
（Ⅳ） 
強
化
す
る
形
で
県
が
改
正
に
対
応
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
改
正
後
の
取
締
の
実
態
に
つ
い
て
知
る
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
大
審
院
の
判
例
も
ま
た
有
益
な
資
料
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
本論においては、諸先行業績を参照しつつ、①元老院における参事院議官、とりわけ大森鍾一の活動実態、②特に
参事院議官による制度趣旨の説明と、大審院における運用との対照、③内務卿訓示案の作成に関与した井上毅が、必
ず
し
も
学
術
会
の
規
制
に
は
積
極
的
で
な
か
っ
た
事
実
、
の
三
点
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
（旧）
明治一一二年四月五曰より、集会条例（大政官第一一一号布告）が施行されたが、施行に際しては初期の段階から、行
（四）
政
官
庁
に
よ
る
質
問
が
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
論
点
の
一
つ
と
Ｉ
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
が
、
現
行
条
例
の
規
制
す
る
対
象
で
あ
る
か
否
か
微
妙
な
規
模
及
び
性
質
の
集
会
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
同
年
四
月
一
六
曰
の
曰
付
で
、
岡
山
県
令
で
あ
る
高
崎
五
六
が
以
（加）
下
の
質
問
を
太
政
官
法
制
部
宛
に
発
し
て
い
る
。
公
然
公
衆
ヲ
集
会
セ
サ
ル
モ
数
十
人
又
ハ
数
百
人
相
集
会
シ
親
睦
会
又
ハ
懇
親
会
卜
唱
へ
其
実
議
長
幹
事
等
ヲ
選
定
シ
起
立
法
ヲ
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
’七
二
条
例
施
行
後
の
法
制
部
宛
質
問
と
、
元
老
院
に
お
け
る
改
正
案
審
議
Hosei University Repository
た
。
Ｚ己。
（羽）
こ
れ
に
対
し
、
法
制
部
は
、
原
則
的
に
「
其
見
解
ヲ
以
一
ナ
允
当
ト
ス
」
と
回
答
し
、
第
一
四
条
に
関
し
て
は
、
日
本
政
治
の
み
な
ら
ず
広
く
内
外
の
政
治
に
関
す
る
事
項
を
も
講
談
論
議
す
る
も
の
を
さ
す
（
た
だ
し
、
「
外
国
ノ
ミ
一
一
関
ス
ル
事
項
」
は
こ
の
限
り
で
な
い
）
、
第
一
五
条
に
関
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
講
学
」
や
「
智
識
ヲ
弘
ム
ル
為
メ
ニ
」
演
説
又
は
論
議
を
行
う
場
合
は
、
集
会
条
例
の
適
用
対
象
と
い
う
こ
と
が
論
点
と
さ
れ
た
。
と
は
し
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
（型）
こ
の
他
に
も
、
「
農
工
芸
等
ノ
如
キ
其
技
術
ヲ
研
究
練
磨
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
」
公
衆
を
集
め
た
場
〈
ロ
は
条
例
の
対
象
外
と
み
な
す
べ
き
か
否
か
な
ど
、
該
集
会
が
親
睦
や
学
術
講
演
、
技
術
の
伝
達
等
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
、
い
か
よ
う
に
処
分
す
べ
き
か
（理）
ま
た
、
明
治
一
一
二
年
四
月
一
五
曰
の
曰
付
で
、
石
川
県
令
で
あ
る
千
坂
高
雅
は
法
制
部
に
対
し
、
以
下
の
質
問
を
発
し
て
い
る
。
第
十
四
条
此
条
例
一
一
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ト
ァ
ル
ハ
曰
本
帝
国
ノ
政
治
上
一
一
止
ラ
ス
汎
ク
内
外
ノ
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
モ
講
法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
一八
以
テ
政
事
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
論
議
ス
ル
モ
ノ
有
之
二
於
テ
ハ
該
条
例
一
一
依
り
処
分
致
シ
可
然
乎
（皿）
これに対し法制部は、「其見解ヲ以テ允当トス」、すなわち親睦会や懇親会と称する集〈室も処分して構わないと述べ
条
例
一
天
関
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
心
得
可
然
哉
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
学
術
的
な
、
こ
の
よ
う
に
、
運
用
上
生
じ
た
疑
問
を
解
消
す
べ
く
、
政
府
は
現
行
条
例
の
大
幅
な
改
正
案
を
企
図
す
る
。
本
改
正
案
は
、
元
老
院
に
談
論
議
ス
ル
モ
ノ
ヲ
云
う
主
義
ナ
ル
哉
第
十
五
条
国
事
政
体
ヲ
談
論
ス
ル
ー
ー
ァ
ラ
ス
シ
テ
専
ラ
講
学
又
ハ
智
識
ヲ
弘
ム
ル
為
メ
ニ
漬
説
若
ク
ハ
論
議
ス
ル
者
ハ
此
集
会
又
は
学
術
会
に
お
け
る
演
説
及
び
討
議
を
処
分
の
対
象
と
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
い
か
よ
う
に
処
分
す
べ
き
か
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（妬）
お
け
る
審
議
に
さ
き
が
け
て
、
大
森
鐘
一
ら
が
中
心
と
な
り
、
参
事
院
に
お
い
て
草
案
作
成
が
な
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
｜
工
（妬）
老院〈云議の第一読会において、一兀老院議官の中から「全部付託修正委員」が選定され、草案に修正を加えた案を作成
し
、
第
二
読
会
の
冒
頭
に
修
正
案
を
提
示
し
た
。
（幻）
｜兀老院における改正案の審議は、明治一五年六月一日に行われた。本会議においては、「内閣委員」として、参事
（羽）
院議官である水本成美、同議官の大森鍾一、同議官補の久保田貫一の一二名が出席している。これは、参事院章程第九
条
（
「
議
官
議
官
補
及
員
外
議
官
補
ハ
内
閣
ノ
命
一
一
由
り
内
閣
委
員
ト
ナ
リ
テ
元
老
院
二
出
頭
シ
議
案
ヲ
弁
明
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
）
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
社会ノ気運ヲ察スルニ十三年四月現行集会条例ヲ布告セン以来未夕三年ヲ過キス卜錐モ集会結社ノ活動曰｜曰
ヨ
リ
甚
タ
シ
ク
復
夕
現
行
法
ヲ
布
ク
時
ノ
形
勢
一
一
アラスシテ各地方二於テ粗暴論激ノ徒巧二条例外二結社集会シ治安ヲ
（羽）
保
持
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
創
定
シ
タ
ル
条
例
モ
殆
卜
効
ヲ
奏
セ
ス
（釦）
（瓠）
といった現状を背星皐とし、「治安ヲ保持」し、「治安二妨害アル集会結社ヲ全然検束スル」ことを主な目的として作成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
審議においては、
会議冒頭では水本が、元老院会議に参事院議官が出席する場合は常にそうであるように、改正案の趣旨を述べた。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
改
正
案
は
、
（蛇）
分ス 議に
お
い
て
は
、
冒
頭
か
ら
、
改
正
案
第
一
七
条
で
あ
る
、
学
術
会
其
他
何
等
ノ
名
義
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ラ
ス
多
衆
集
会
ス
ル
者
警
察
官
二
於
テ
治
安
ヲ
保
持
ス
ル
ニ
必
要
ナ
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
之
二
監
臨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
若
シ
学
術
会
一
一
シ
テ
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ト
キ
ハ
第
十
条
二
依
テ
処
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
一
九
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法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
二○
と
い
う
条
文
が
問
題
と
さ
れ
た
。
鍋
島
直
彬
は
こ
れ
に
対
し
、
論
激
ヲ
好
ム
ノ
徒
ハ
見
テ
警
官
ハ
人
民
集
会
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ス
直
一
一
人
家
二
間
入
シ
テ
自
由
ヲ
妨
害
ス
ト
ナ
シ
必
ス
云
ハ
ン
既
二
国
会
開
設
ノ
聖
詔
ア
ル
ノ
今
曰
ニ
シ
テ
此
反
対
ナ
ル
人
民
ノ
自
由
ヲ
害
ス
ル
ノ
条
例
ヲ
布
ク
何
ソ
圧
制
ノ
甚
キ
ャ
ト
愚
民
ダ
ル
者
ハ
（羽）
此乏一一一一ロー煽動セラレテ政府ヲ以テ怨府トナスハ必然ナリ
と
述
べ
、
一
七
条
の
よ
う
な
条
文
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
会
の
性
質
を
問
わ
ず
む
や
み
に
検
挙
を
行
う
か
の
よ
う
な
印
象
を
人
民
に
与
え
、
政
府
に
対
す
る
怨
み
の
念
を
植
え
付
け
る
と
し
て
、
改
正
案
に
反
対
の
意
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
鍋
島
幹
は
、
学術会ヲ制スレハ更二他ノ方法ヲ以テ結社集会スルコトァルヘシ聞ク某地方一一於テハ結社集会上二充分ノ検束
（弧）
ヲ
ナ
ス
ョ
リ
シ
テ
或
ハ
懇
親
会
ヲ
名
ト
シ
テ
公
衆
演
説
ヲ
ナ
シ
…
実
二
検
束
二
法
ナ
シ
ト
な
ど
と
述
べ
、
学
術
会
を
規
制
し
た
と
こ
ろ
で
ま
た
他
の
名
称
の
集
会
が
現
れ
る
と
し
、
同
じ
く
反
対
の
意
思
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
森
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
肴
ョ
現
行
法
ハ
或
ル
点
一
一
於
テ
ハ
殆
ト
枯
死
セ
リ
例
ヘ
ハ
政
談
演
説
会
卜
云
ハ
ス
シ
テ
政
治
上
ノ
懇
親
会
等
ノ
名
ヲ
以
テ
自
由
二
（弱）
公
衆
ヲ
会
シ
テ
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
モ
現
行
法
ニ
ハ
明
文
ナ
キ
ヲ
以
テ
行
政
官
ハ
之
ヲ
検
束
ス
ル
能
ハ
サ
ル
こ
こ
か
ら
、
改
正
の
主
眼
の
一
つ
が
、
懇
親
会
等
に
規
制
の
対
象
を
広
げ
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
し
う
る
。
さ
ら
に
、
元
老
院
議
官
・
箕
作
麟
祥
は
、
現
行
条
例
に
改
正
案
第
一
七
条
に
相
当
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
「
現
行
法
ノ
欠
（錨）
典
」
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
大
森
を
擁
護
し
た
。
各
地
方
粗
暴
ノ
徒
名
ヲ
懇
親
会
等
二
仮
テ
自
由
二
政
治
一
一
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
ノ
景
況
ハ
恰
モ
内
務
卿
ノ
述
へ
シ
如
ク
始〆政談演説会ノ名ヲ以テ警察署一一届出テ演場一一於テ警官ノ中止スル所トナレハ忽チ懇親会或ハ学術演説会等ノ
（Ｗ） 
名
義
二
変
シ
毫
モ
樟
ル
所
ナ
キ
ナ
リ
豈
之
ヲ
放
榔
シ
テ
不
問
二
置
ク
ヘ
ヶ
ン
ャ
Hosei University Repository
箕
作
も
ま
た
、
大
森
と
同
様
に
、
警
官
に
中
止
を
求
め
ら
れ
た
途
端
に
「
懇
親
会
」
や
「
学
術
演
説
会
」
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
よ
う
な
、
（詔）
「脱法的な集今室」への対策を急ぐべきと考えていたのである。
第
一
読
会
の
最
後
に
は
、
九
鬼
隆
一
か
ら
、
’
七
条
に
関
し
て
以
下
の
質
問
が
発
せ
ら
れ
た
。
第
二
項
ハ
学
術
会
ニ
シ
テ
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
者
ナ
ル
ニ
直
二
第
十
条
二
拠
テ
処
分
ス
ル
ハ
何
ソ
ャ
若
シ
此
ノ
如
ク
学
術
会
ト
｜
定
ノ
名
称
ヲ
下
タ
サ
ハ
明
日
ヨ
リ
ハ
直
二
名
ヲ
変
シ
テ
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
ノ
コ
ト
ァ
ル
へ
シ
（羽）
会
ハ
独
り
学
術
会
ノ
ミ
ニ
限
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ニ
今
特
二
学
術
会
卜
｜
定
ノ
名
称
ヲ
下
タ
セ
シ
ハ
抑
故
ア
ル
乎
す
な
わ
ち
、
第
一
七
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
「
学
術
会
其
他
何
等
ノ
名
義
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
多
衆
集
会
ス
ル
者
」
と
あ
り
、
規
制
の
対
象
と
す
る
範
囲
が
広
範
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
項
に
お
い
て
は
、
処
分
の
対
象
を
学
術
会
に
限
定
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
（釦）
こ
れ
に
対
し
て
は
大
森
が
回
答
し
、
「
実
ハ
立
案
ニ
モ
大
二
苦
心
シ
タ
ル
所
ニ
シ
テ
」
な
ど
と
述
べ
つ
つ
、
「
第
十
七
条
ハ
何
等
ノ
集
会
（虹）
ヲ
問
ハ
ス
冠
婚
葬
祭
ノ
如
キ
者
ヲ
モ
含
蓄
ス
ル
ノ
意
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
学
術
会
ノ
外
掲
ク
ヘ
キ
者
ア
ラ
ハ
各
位
ノ
考
（胆）
案二任センノミ」１と述べている。
第
二
読
会
に
お
い
て
は
、
第
一
読
会
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た
「
全
部
付
託
修
正
委
員
」
（
津
田
真
道
、
津
田
出
、
大
給
恒
、
箕
作
麟
祥
、
柴
原
和
、
九
鬼
隆
一
、
西
周
の
七
名
）
に
よ
る
修
正
案
が
審
議
に
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
第
一
七
条
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
末
尾
に
、
「
若
シ
其
監
臨
ヲ
肯
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
第
十
二
条
二
依
テ
処
分
ス
」
の
語
句
を
（蛆）
挿入し、また、第二項曰巨頭の「若シ」は削除すべきであるとの修正案が提出された。
これに対し、神田孝平及び九鬼隆一の二名が問題点として指摘したのは、第一一項の「学術会」の下に「等」の一文
字を加えるべきという点であった。これは、処分の対象を広げようと企図したものであり、前述した九鬼の質問を受
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
’’一
と
九
鬼
は
述
べ
た
の
で
あ
る
。
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持
で
あ
る
以
上
、
規
制
（
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
神
田
の
修
正
意
見
に
対
し
、
大
森
鍾
一
が
回
答
を
行
っ
た
。
大
森
は
、
第
一
七
条
第
一
項
の
「
学
術
会
其
他
」
と
は
、
「
親
戚
朋
友
ノ
（“） 
〈
云
即
チ
冠
婚
葬
祭
等
ヲ
含
蓄
ス
ル
者
」
で
あ
る
と
答
え
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
然ルヲ此一家ノ事一一シテモ若シ政談ヲナスーーァラサルナキヲ得ンヤト云テ監臨スルハ尚ホ不可ナキモ其監臨ヲ
肯
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
直
二
第
十
二
条
二
依
テ
処
分
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
人
ヲ
シ
テ
殆
ン
卜
憂
慮
二
堪
エ
サ
ラ
シ
ム
ル
ノ
弊
ア
ル
ヘ
キ
ヲ
信
ス
蓋
シ
此
条
例
ハ
治
安
ヲ
保
持
ス
ル
カ
為
メ
ー
一
成
ル
者
ナ
レ
ハ
縦
上
政
談
ヲ
ナ
ス
モ
治
安
二
害
ナ
ヶ
レ
ハ
放
任
シ
テ
敢
テ
検
束
セ
サ
ル
（妬）
ノ
精
神
ナ
ル
ヘ
シ
…
要
ス
ル
ニ
ニ
番
ノ
説
ハ
本
条
例
ノ
精
神
ニ
ァ
ラ
サ
ル
ナ
リ
す
な
わ
ち
、
冠
婚
葬
祭
等
を
含
む
私
的
な
集
会
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
お
い
て
政
談
の
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
に
し
て
も
、
通
常
の
集
会
と
は
別
の
対
処
を
す
べ
き
と
い
う
の
が
大
森
の
見
解
で
あ
っ
た
。
本
発
言
の
基
底
に
は
、
改
正
条
例
案
の
第
一
の
目
的
が
治
安
の
保
持
で
あ
る
以
上
、
規
制
の
対
象
と
な
る
集
会
は
何
ら
か
の
公
共
的
な
広
が
り
を
有
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
認
識
が
存
法
学
志
林
第
一
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
続
い
て
箕
作
麟
祥
が
発
言
し
、
大
森
と
同
様
の
見
解
を
述
べ
た
。
箕
作
は
、
「
已
二
犯
束
者
多
キ
ノ
今
日
ナ
レ
ハ
成
ヘ
ク
束
縛
セ
サ
ル
（妬）
本
案
ノ
趣
』
曰
ナ
レ
ハ
如
何
ナ
ル
懇
親
会
ヲ
ナ
ス
モ
治
安
二
害
ナ
ヶ
レ
ハ
止
ム
ベ
」
き
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
箕
作
は
懇
親
会
の
類
を
一
律
に
処
分
す
べ
き
と
の
発
想
で
は
な
く
、
改
正
案
の
趣
旨
に
鑑
み
、
あ
く
ま
で
治
安
に
害
を
及
ぼ
す
も
の
の
み
を
処
分
す
れ
ば
よ
い
（灯）
と
の
考
一
え
で
あ
っ
た
。
箕
作
は
、
「
学
術
会
二
弊
風
ノ
多
キ
」
ゆ
え
に
、
本
改
正
案
が
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
充
分
に
検
束
を
行
わ
（蛆）
（⑬） 
（印）
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
、
例
え
ば
「
長
崎
二
起
り
シ
社
会
党
ノ
如
キ
」
「
頗
ル
激
論
党
」
、
「
無
頼
ノ
徒
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
本
改
正
案
の
趣
旨
を
中
心
に
据
え
て
検
討
を
行
お
う
と
す
る
大
森
や
箕
作
に
対
し
、
神
田
は
あ
く
ま
で
、
種
々
の
名
称
の
も
と
に
隠
れ
て
行
わ
れ
る
会
を
一
律
に
規
制
す
る
べ
き
と
の
意
見
を
固
持
し
た
。
神
田
は
、
コ
タ
ヒ
此
法
律
ヲ
布
告
セ
ハ
茶
話
会
等
ノ
名
ヲ
設
ケ
テ
第
一
○
九
巻
第
二
号
￣ 
一
一
一
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（副）
（記）
政
治
ヲ
論
議
ス
ル
ハ
必
然
ノ
事
」
で
あ
る
と
し
、
「
必
然
ノ
事
ナ
ル
ヲ
知
ル
以
上
ハ
其
検
束
法
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
、
「
学
術
（記）
会
卜
限
ル
ハ
狭
陰
」
と
す
る
当
初
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
経
た
う
え
で
採
決
が
行
わ
れ
た
が
、
神
田
の
修
正
案
に
賛
成
の
意
を
表
明
し
た
者
は
四
名
と
少
数
で
あ
り
、
結
（別）
果、本修正案は不採用上」された。
こ
う
し
て
、
改
正
案
第
一
七
条
は
以
下
の
文
言
に
お
い
て
公
布
が
な
さ
れ
た
。
第
十
六
条
学
術
会
其
他
何
等
ノ
名
義
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ラ
ス
多
衆
集
会
ス
ル
者
警
察
官
一
一
於
テ
治
安
ヲ
保
持
ス
ル
ニ
必
要
ナ
リ
（弱）
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
之
二
監
臨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
若
シ
其
監
臨
ヲ
肯
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
第
十
一
一
条
二
依
テ
処
分
ス
当
時
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
こ
の
よ
う
な
議
論
が
、
実
際
の
適
用
の
場
に
お
い
て
は
ど
う
い
っ
た
形
で
生
か
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
深
い
論
点
で
あ
る
。
上
述
し
た
元
老
院
会
議
に
お
い
て
も
、
あ
る
議
官
が
「
『
等
』
ノ
ー
（弱）
字
ニ
テ
ハ
警
官
中
或
ハ
過
誤
ノ
処
分
ナ
キ
ヲ
保
セ
サ
ル
ヘ
キ
モ
其
取
舎
圏
酌
ハ
行
政
官
ノ
権
内
ニ
ァ
ル
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
実
に
行
わ
れ
る
集
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
か
は
、
実
際
に
監
臨
を
行
う
警
官
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
。
本
論
に
お
い
て
は
後
に
、
判
例
を
通
じ
て
こ
う
し
た
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
次
章
で
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
井
上
毅
の
意
見
書
類
を
通
じ
、
特
に
第
一
六
条
に
対
す
る
参
事
院
の
見
解
に
つ
き
確
認
を
し
た
い
。
井
上
毅
の
遺
文
書
で
あ
る
「
梧
陰
文
庫
」
の
中
に
は
、
井
上
の
筆
に
よ
り
「
集
会
」
と
記
さ
れ
た
封
筒
に
収
め
ら
れ
た
、
集
会
条
例
関
（印）
連の六種類の文書がある。このうち、整理番号Ｂ’’○六四は、ポァソナードにより起草された「結社及集会条例草
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
一一一一一
三
「
梧
陰
文
庫
」
内
の
集
会
条
例
関
連
資
料
に
み
る
参
事
院
の
見
解
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考えうる。
法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
二四
案
・
結
社
及
集
会
条
例
施
行
規
則
」
（
原
題
）
で
あ
り
、
明
治
一
三
年
の
草
案
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
整
理
番
号
Ｂ
’
一
○
六
七
は
、
「
千
八
百
八
十
二
年
一
一
月
十
六
日
」
と
の
曰
付
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ヘ
の
質
疑
応
答
の
う
ち
答
議
の
み
の
文
書
で
あ
る
が
、
以
下
の
文
言
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
述
の
懇
親
会
等
に
関
し
て
質
疑
を
行
っ
た
も
の
と
一
一
三
ノ
親
友
ヲ
会
シ
テ
懇
話
ス
ル
所
ノ
席
二
於
テ
誹
議
ニ
渉
ル
モ
未
夕
公
然
ノ
誹
議
ト
云
う
可
カ
ラ
ズ
ト
雌
モ
其
会
席
二
集
ル
モ
ノ
多
人
数
ニ
シ
テ
格
別
深
交
ナ
キ
者
ナ
レ
ハ
例
ヘ
ハ
延
遼
館
ノ
会
同
ノ
如
キ
ー
ー
至
テ
ハ
公
然
ノ
誹
議
ト
云
フ
ヘ
キ
ナ
リ
殊
二
席
上
演
説祝詞等ノ如キ高声ヲ発スルトキハ勿論ナリ尤其時ノ内情ヲ詳一一シテ鑑別スルヲ要ス
然
し
ト
モ
政
談
会
一
一
於
テ
ハ
仮
令
私
会
ト
称
ス
ル
モ
刑
法
上
二
於
テ
公
然
ト
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
疑
ナ
シ
こ
こ
で
は
、
前
章
に
お
い
て
述
べ
た
元
老
院
会
議
の
大
森
意
見
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
主
に
会
の
性
質
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
、
演
説
や
談
話
の
公
然
性
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
①
会
に
集
ま
る
者
が
多
人
数
で
あ
る
、
②
集
ま
る
者
同
士
に
格
別
の
親
交
が
な
い
、
と
い
う
二
点
に
お
い
て
、
公
然
性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
政
談
会
の
名
を
掲
げ
た
場
合
、
私
的
な
会
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
公
然
性
を
有
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
質
疑
を
経
て
、
改
正
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
学
術
会
等
を
新
た
に
規
制
す
る
第
一
六
条
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
井
上
は
積
極
的
な
関
与
を
な
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
整
理
番
号
Ｂ
’
’
○
六
一
一
は
、
明
治
一
三
年
発
布
の
同
条
例
に
井
上
が
修
正
の
書
き
込
み
を
行
い
、
改
正
案
と
な
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
井
上
の
修
正
は
第
一
条
と
第
二
条
に
集
中
し
て
お
り
、
第
一
六
条
（卵）
のごとき条文の必要性に一一一一巨及する文一一一三は本文書中にはみられない。
ま
た
、
井
上
は
六
月
二
日
（
年
代
は
明
治
一
五
年
と
推
定
さ
れ
る
）
の
日
付
で
、
内
務
卿
で
あ
る
山
田
顕
義
宛
に
以
下
の
書
簡
を
送
っ
また、
（閲）
ている。
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集
会
条
例
愈
発
行
相
成
候
上
者
、
地
方
之
著
手
上
、
彼
ノ
党
と
社
と
の
区
別
至
極
必
要
と
奉
存
侯
、
此
際
マ
ノ
ヌ
ヶ
候
様
之
事
有
之
候
而
者
、
政
府
之
威
信
二
関
係
い
た
す
べ
き
に
付
、
詳
細
ナ
ル
訓
条
御
発
付
可
相
成
と
の
御
趣
意
一
一
奉
伺
、
就
而
者
政
社
政
党
区
別
之
質
問
、
参
事
院
へ
御
差
向
ヶ
相
成
候
御
手
順
、
可
成
迅
速
二
御
運
相
成
度
奉
存
侯
、
…
（帥）
こ
こ
か
ら
、
井
上
は
条
例
改
正
の
中
で
も
、
特
に
「
政
社
」
と
「
政
党
」
の
区
別
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
し
う
る
。
し
か
し
、
学
術
会
や
懇
親
会
の
規
制
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。
書
簡
の
中
で
、
「
詳
細
ナ
ル
訓
条
」
と
さ
れ
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
整
理
番
号
Ｂ
’
一
○
六
五
と
Ｂ
’
一
○
六
六
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
警
視
庁
及
び
府
県
に
宛
て
ら
れ
た
達
の
案
で
あ
り
、
後
者
は
内
務
卿
の
名
で
発
さ
れ
る
訓
示
の
案
で
あ
る
。
Ｂ
’
一
○
六
五
に
お
い
て
は
、
学
術
会
や
懇
親
会
等
に
関
す
る
言
及
は
な
い
が
、
「
集
会
ノ
国
安
ヲ
害
ス
ル
者
」
に
つ
き
、
「
輸
聚
」
「強訴ノ企」「演説又ハ文書又ハ其他ノ方法ヲ以テ人民ヲ教唆煽動シテ政府ヲ怨望セシメ或ハ官吏ヲ疾視セシメ又ハ国
（Ⅲ） 
法
ヲ
怨
忌
セ
シ
ム
」
「
秘
密
ノ
誓
約
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
匪
法
違
令
ノ
集
会
二
非
サ
ル
者
ハ
妄
二
箱
制
又
ハ
告
発
シ
テ
良
民
ノ
交
際
ヲ
妨
ク
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
あ
る
点
か
ら
、
あ
く
ま
で
治
安
を
妨
害
す
る
も
の
が
第
一
に
処
分
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
り
、
「
良
民
ノ
交
際
」
を
促
進
す
る
集
会
ま
で
も
み
だ
り
に
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
Ｂ
’
一
○
六
六
の
訓
示
案
に
は
、
第
一
六
条
の
実
施
に
つ
き
以
下
の
文
言
が
み
ら
れ
る
。
該
布
告
第
十
六
条
二
拠
ル
ー
一
凡
ソ
何
等
ノ
名
義
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
多
衆
集
会
ス
ル
時
ハ
警
察
官
此
レ
ニ
臨
監
ス
ル
ヲ
得
へ
シ
ト
錐
ト
モ
真
ノ
学
術
会
真
ノ
懇
親
会
等
ヲ
開
ク
ニ
当
り
轍
チ
濫
リ
ニ
立
入
ル
時
ハ
其
治
安
ヲ
保
持
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
却
テ
課
業
ヲ
妨
ヶ
歓
楽
ヲ
乱
リ
人
民
ノ
怨
瑳
ヲ
招
ク
媒
介
ト
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
付
深
ク
注
意
シ
必
ス
治
安
ヲ
保
持
ス
ル
ニ
於
テ
不
得
已
場
合
ナ
ラ
サ
レ
こ
こ
で
も
や
は
り
、
処
分
の
対
象
と
な
る
の
は
治
安
の
保
持
に
か
か
わ
る
学
術
会
及
び
懇
親
会
の
み
で
あ
り
、
「
人
民
ノ
怨
瑳
ヲ
招
」
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
二五
ハ
臨
監
セ
サ
ル
ヲ
要
ス
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法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
一エハ
かないためにも、みだりに会を規制することは避けるべきとの見解が一水されている。前述の一兀老院会議における大森
発
言
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
も
、
参
事
院
内
で
認
識
さ
れ
て
い
た
改
正
の
第
一
の
目
的
と
は
す
な
わ
ち
治
安
の
保
持
で
あ
り
、
学
術
会
や
懇
親
会
と
名
の
つ
く
も
の
を
お
よ
そ
取
り
締
ま
る
こ
と
は
そ
の
趣
旨
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
よ
う
。
以
上
、
治
安
の
保
持
を
主
要
目
的
と
す
る
参
事
院
の
見
解
、
及
び
、
お
よ
そ
学
術
会
や
懇
親
会
の
名
の
下
に
開
か
れ
る
「
脱
法
的
な
集
会
」
に
つ
い
て
は
処
分
す
べ
し
と
の
元
老
院
会
議
に
お
け
る
一
部
の
見
解
を
確
認
し
た
う
え
で
、
実
際
の
処
分
は
ど
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
な
さ
れ
た
の
か
、
判
例
を
通
じ
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
改
正
後
の
条
例
を
初
め
て
適
用
し
た
大
審
院
判
例
は
、
明
治
一
五
年
二
月
一
六
曰
上
告
、
明
治
一
六
年
四
月
一
九
曰
申
渡
の
、
第
四
（舵）
一九号であろう。以下の事例である。
明
治
十
五
年
七
月
二
十
一
日
姫
路
軽
罪
裁
判
所
会
議
局
二
於
テ
：
．
被
告
人
大
庭
唯
吉
力
独
立
論
卜
題
ス
ル
学
術
演
説
中
上
三
条
太
政
大
臣
ヨ
リ
下
人
力
車
社
会
二
至
ル
迄
独
立
気
象
力
乏
シ
キ
故
条
約
改
正
モ
出
来
ス
ト
演
シ
又
貨
幣
濫
出
ノ
コ
ト
陸
海
軍
兵
備
等
ノ
事
項
ヲ
説
キ
タ
リ
ト
錐
モ
…
之
ヲ
以
テ
ー
概
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ノ
善
悪
可
否
ヲ
講
談
論
議
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
定
シ
難
キ
モ
ノ
ト
シ
予
審
判
事
カ
ナ
シ
タ
ル
免
訴
ノ
言
渡
ヲ
認
可
ス
ル
ト
ノ
判
決
ヲ
為
シ
タ
リ
同
裁
判
所
検
事
補
河
野
通
信
ハ
右
判
決
二
対
シ
上
告
ヲ
為
シ
…
改
正
集
会
条
例
第
十
六
条
第
二
項
ノ
法
律
ヲ
適
用
シ
テ
処
罰
ス
ヘ
キ
者
ナ
ル
ー
ー
会
議
局
ノ
判
決
之
二
出
テ
サ
ル
ハ
不
当
ナ
リ
ト
姫
路
軽
罪
裁
判
所
に
お
け
る
判
決
は
、
被
告
人
の
演
説
中
の
表
現
は
「
要
ス
ル
ニ
演
題
ノ
論
旨
ヲ
詳
解
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
精
神
ヨ
リ
一
一
三
四
大
審
院
判
例
に
み
る
改
正
条
例
第
一
六
条
運
用
の
実
態
ノ
旨
趣
ヲ
論
告
セ
リ
…
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ノ
状
況
ヲ
挙
示
シ
」
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
「
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ノ
善
悪
可
否
」
を
論
じ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
た
め
、
免
訴
と
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
検
事
は
こ
れ
に
対
し
上
告
を
行
い
、
被
告
人
の
演
説
は
「
本
邦
政
治
二
関
ス
ル
最
モ
重
大
且
顕
著
ナ
ル
事
項
ノ
是
非
得
失
ヲ
痛
ク
講
談
論
議
シ
タ
ル
者
」
で
あ
る
と
し
、
こ
の
「
独
立
論
」
と
題
さ
れ
た
学
術
演
説
に
対
し
、
改
正
集
会
条
例
第
一
六
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
、
被
告
人
は
、
演
説
内
の
表
現
は
「
本
論
ノ
主
意
ヲ
明
暢
ス
ル
ニ
付
キ
其
実
相
ヲ
籍
リ
タ
ル
」
も
の
で
あ
り
、
施
政
上
の
善
悪
是
非
を
論
議
す
る
意
図
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。
大
審
院
の
判
決
は
以
下
で
あ
る
。
…
被
告
人
大
庭
唯
吉
力
学
術
演
説
中
講
論
シ
タ
ル
事
項
其
政
治
二
関
ス
ル
ハ
監
臨
警
察
官
吏
ノ
聞
取
書
等
二
於
テ
明
瞭
ナ
レ
ハ
即
チ
改
正
集
会
条
例
第
十
六
条
第
二
項
ノ
制
裁
ハ
免
レ
得
へ
カ
ラ
サ
ル
者
ナ
リ
然
ル
ー
原
会
議
局
力
前
記
ノ
如
ク
判
決
シ
タ
ル
ハ
越
権
検
事
の
上
告
及
び
被
告
人
の
答
弁
に
お
い
て
は
、
演
説
中
の
表
現
が
施
政
上
の
善
悪
是
非
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
本
論
の
趣
旨
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の
一
表
現
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
中
心
的
な
論
点
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
判
決
は
こ
の
点
を
論
じ
る
こ
と
は
せ
ず
、
監
臨
を
行
っ
た
警
察
官
吏
の
聞
取
書
を
も
っ
ぱ
ら
の
判
断
根
拠
と
し
、
被
告
人
が
政
治
に
関
す
る
事
項
を
論
じ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
と
し
た
。
（岡）
判
決
の
際
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
明
治
一
五
年
九
月
二
一
曰
上
告
、
明
治
一
六
年
六
月
一
一
一
曰
申
渡
の
第
八
○
九
号
の
事
案
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
事
案
は
以
下
で
あ
る
。
…被告人等ハ同志ヲ集合シ懇親会ヲ開キタル者ニシテ公衆ヲ集メタル一一非ス又政談演説ヲ為シタルーー非ス毫モ
集
会
条
例
二
違
背
ス
ル
ノ
所
為
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
然
ル
ー
原
裁
判
所
ハ
警
部
巡
査
ノ
証
言
及
上
聴
取
書
其
他
会
場
ノ
景
況
ヲ
以
テ
犯
罪
ノ証懸トスルモ警部ハ現場二監臨シタルニ非ス単二派出巡査ノ報告ヲ妄信シ之ヲ陳述スルーー止マル者ニシテ之ヲ
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
二七
ノ判決ナリトス：。
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二
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二八
以テ証一一一三卜為スコトヲ得ス…
以
上
が
被
告
人
の
上
告
内
容
の
要
点
で
あ
る
。
第
四
百
十
九
号
の
事
案
と
は
異
な
り
、
懇
親
会
で
あ
っ
た
の
か
、
実
質
的
に
は
政
談
演
説
会
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
論
点
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
上
告
の
中
心
的
な
論
点
は
、
被
告
人
が
政
談
演
説
を
行
う
意
図
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
下
級
審
に
お
け
る
判
断
の
根
拠
と
さ
れ
た
現
場
に
監
臨
の
巡
査
に
よ
る
聴
取
書
の
信
愚
性
を
問
う
こ
と
に
あ
る
点
に
注
目
さ
れ
た
い
。
本
上
告
に
対
し
、
大
審
院
は
以
下
の
判
決
を
下
し
た
。
原裁判一一一一口渡書ヲ検スルニ…警察官吏ノ証言及上聴取書其他現場ノ模様一一依り名ヲ懇親会二仮リ公衆ヲ集メ政事
二関スル事柄ヲ演説セシモノト認定シ…之ヲ集会条例ノ正条一一照シ相当ノ処断ヲ為シタル者ナレハ越権ノ処分ア
ルニ非ス擬律ノ錯誤アルニ非ス…上告人等ハ…裁判官ノ採用セシ証拠ハ無効ニシテ其裁判一一一一巨渡ハ不当ナリト論告
スト錐モ諸般ノ証愚ヲ集取シ心証ヲ以テ罪ノ有無ヲ判断スルハ総テ事実裁判官ノ権内一一在ルモノナレハ…之ヲ以
テ
裁
判
官
ノ
心
証
判
断
ヲ
動
カ
ス
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
…
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
審
院
は
現
場
に
監
臨
し
た
警
察
官
吏
の
作
成
し
た
聴
取
書
及
び
証
言
を
全
面
的
に
信
頼
し
、
こ
れ
に
依
拠
し
て
判
決
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
論
拠
と
し
て
、
裁
判
官
の
心
証
形
成
の
自
由
と
い
う
こ
以
降
、
判
決
の
根
拠
と
な
る
巡
査
作
成
の
報
告
書
に
信
懸
性
な
し
と
し
て
「
擬
律
ノ
錯
誤
」
を
主
張
す
る
被
告
人
に
対
し
、
大
審
院
は
、
判
決
の
形
成
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
証
拠
を
採
用
す
る
か
は
「
裁
判
官
ノ
権
内
」
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
人
の
上
告
を
退
け
る
と
い
う
形
式
が
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
と
が
掲
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
降
、
判
決
の
根
拠
と
な
っ
事
案
の
内
容
と
し
て
は
、
「
学
術
演
説
」
の
内
容
が
政
治
の
論
議
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
（
明
治
一
六
年
二
月
一
日
上
告
、
同
Hosei University Repository
（“） 
（髄）
年一二月一一八日発付の第一一一一一六号、明治一六年一一一月一五日上告、同一七年一月一一一一日発付の第一一七号、明治一六
（脆）
年一月七曰上告、同一七年一一一月二六曰発付の第六九○号、明治一七年一一月一一五曰上告、同年四月九曰発付の第八七○
（、）
（船）
号、明治一六年四月五日上告、同一七年四月一二曰発付の第八九六号、明治一七年一一一月四日上告、同年五月七日発付
（的）
（刀）
の第一一一六一一一号、明治一六年七月一一○日上告、同一七年五月一一一一一日発付の第一五七二号、明治一六年七月一一一一一曰上告、
（Ⅶ） 
（ね）
同一七年六月一一日発付の第一八八一一号、明治一六年八月一一八日上告、同一七年六月一二曰発付の第一九○五号、明
（ね）
治一六年一○月一八日上告、同一七年七月一曰発付の第二一一一一一八号、明治一六年九月一四日上告、同一七年七月七日
（別）
（巧）
発付の第一一一一一七○号、明治一七年五月一一一○日上告、同年九月一六日発付の第一一九一一一○号、明治一六年五月一日上告、
（市）
（両）
同一七年一○月七曰発付の第一二一一八六号、明治一六年四月一一六曰上告、同一七年一○月一一九曰発付の第一一一六一一九号、
（ね）
明治一七年九月二六曰上告、同年一一月一一一一曰発付の第一一一九四一一号）と、懇親会の名目で開催した会が、実質的に政
（ね）
談演説会であった場合（明治一五年一二月一一一曰上告、同一六年一一一月一八曰発付の第一九八八号、明治一六年一一一
（帥）
月一七曰上告、同一七年一月一二一曰発付の第一一九号、明治一六年四月一六日上告、同一七年一一一月六曰発付の第四一一
（皿）
（配）
一号、明治一六年六月六曰上告、同一七年四月二八曰発付の第一○八四号、明治一六年四月一一六曰上告、同一七年五
（閉）
（別）
月七日発布の第一二六四号、明治一六年八月一一一一曰上告、同一七年六月一一曰発付の第一八八一号、明治一七年六月
（開）
（閉）
’一一一曰上告、同年九月一一一日発付の第二八九○号、明治一七年七月一曰上告、同年一○月一一一曰発付の第一一一一一一一一九号）
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。
当
該
演
説
が
政
談
に
及
ぶ
内
容
で
あ
っ
た
か
を
判
断
す
る
事
案
の
み
な
ら
ず
、
会
が
単
な
る
懇
親
会
で
は
な
く
政
談
演
説
会
で
あ
っ
た
か
を
判
断
す
る
事
案
に
お
い
て
も
、
裁
判
官
は
、
現
場
に
監
臨
し
た
警
察
官
吏
に
よ
る
聞
取
書
を
全
面
的
に
信
頼
し
採
用
す
る
と
い
う
姿
勢
を
一
貫
し
て
変
え
て
い
な
い
。
会
が
単
な
る
懇
親
会
で
あ
っ
た
と
か
、
懇
親
会
の
席
上
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
な
政
談
演
説
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
上
告
人
の
主
張
に
対
し
て
も
、
裁
判
官
は
、
上
告
は
「
承
審
官
力
職
権
ヲ
以
テ
為
シ
ダ
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
二九
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三○
（師）
ル
事
実
判
定
上
ノ
当
否
ヲ
論
難
シ
テ
以
テ
不
服
ヲ
訴
」
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
一
律
に
退
け
て
い
る
。
上
告
人
の
主
張
と
し
て
は
、
当
該
演
説
に
つ
き
「
臨
場
ノ
筆
記
者
巡
査
…
ノ
傍
聴
録
卜
検
察
官
ノ
陳
述
卜
一
一
拠
り
…
断
案
ヲ
下
サ
レ
タ
（閉）
ル
ハ
不
当
」
と
す
る
内
容
を
中
心
的
な
論
点
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
「
現
二
演
説
シ
タ
ル
事
柄
ハ
其
本
題
ノ
前
置
二
述
へ
ダ
ル
一
個
ノ
（明）
臂
噛
二
止
リ
決
シ
テ
政
談
ニ
ァ
ラ
サ
ル
ナ
リ
然
ル
ー
之
レ
ヲ
政
談
ナ
リ
ト
セ
ラ
レ
シ
ハ
不
当
ナ
リ
」
と
の
主
張
の
よ
う
に
、
演
説
の
内
容
に
及
ぶ
判
断
を
裁
判
所
に
求
め
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
大
審
院
は
、
「
各
証
懸
ヲ
採
択
シ
テ
事
実
ヲ
判
（卯）
（皿）
定
ス
ル
ハ
事
実
判
官
ノ
職
権
内
二
在
ル
ヲ
以
」
「
是
全
ク
事
実
ノ
判
定
．
：
二
係
り
」
と
い
っ
た
理
由
で
一
律
に
上
告
を
退
け
、
当
該
演
説
の
内
容
に
か
か
る
判
断
を
行
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
判
決
の
態
度
に
対
し
疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
が
、
明
治
一
六
年
四
月
五
日
上
告
、
同
一
七
年
四
月
一
二
曰
発
付
の
第
八
九
（犯）
六号における上告であった。本件においては、被告人波多野伝一一一郎の代一一一三人である高梨哲四郎が、以下の主張を行っ
ている。
（兜）
治罪法第一四六条については、明治一六年二月一曰上告、同年一一一月一一八曰発付の第一一一一一六号において、裁判官
による一一一一亘及がある（「上告ノ要旨ハ…集会条例第一○条ニ依り処断セラレタルハ擬律錯誤二係ル不当ノ裁判一一付破棄
ヲ
求
ム
ト
云
フ
ニ
在
リ
ト
錐
各
証
愚
ヲ
採
択
シ
テ
事
実
ヲ
判
定
ス
ル
ハ
事
実
判
官
ノ
職
権
内
一
一
在
ル
ヲ
以
漫
リ
ニ
他
ヨ
リ
侵
入
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ハ
治
罪
法
第
一
四
六
条
第
一
一
項
二
褐
ケ
テ
明
確
ナ
リ
」
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
代
言
人
で
あ
る
高
梨
は
、
判
断
を
一
任
さ
れ
た
裁
判
官
治
罪
法
第
百
四
十
六
条
二
被
告
ノ
白
状
云
々
其
他
諸
般
ノ
証
葱
ハ
裁
判
官
ノ
判
定
二
任
ス
ト
ァ
リ
其
裁
判
官
二
任
ス
ノ
一
句
ヲ
誤
解
シ
前
後
矛
盾
失
実
杜
撰
ナ
ル
巡
査
某
ノ
筆
記
及
上
政
事
卜
学
術
ト
ヲ
識
別
ス
ル
能
ハ
サ
ル
者
ノ
告
発
状
等
頗
フ
ル
危
険
ナ
ル
者
ヲ
採
テ
以
テ
証
愚
ト
シ
上
告
者
力
原
裁
判
所
ノ
法
廷
二
於
テ
正
実
二
演
説
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
排
斥
セ
シ
ハ
即
チ
該
条
ノ
注
意
二
背
キ
タ
リ
卜
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
Hosei University Repository
が
根
拠
と
す
る
、
巡
査
の
作
成
に
か
か
る
報
告
書
が
、
き
わ
め
て
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
を
な
し
、
こ
の
よ
う
な
証
拠
に
基
づ
い
て
判
決
を
下
す
こ
と
は
、
か
え
っ
て
治
罪
法
第
一
四
六
条
に
背
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
代
言
人
で
あ
る
高
梨
は
、
処
断
の
根
拠
条
文
で
あ
る
集
会
条
例
の
趣
旨
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
た
。
原
裁
判
言
渡
書
二
其
何
レ
ノ
事
実
何
レ
ノ
場
合
力
集
会
条
例
ノ
支
配
ス
ヘ
キ
政
談
ト
ナ
ル
カ
其
理
由
ヲ
明
示
セ
サ
ル
ハ
不
当
ナ
リ
…
集
会
条
例
ハ
現
今
政
策
上
ノ
是
非
得
失
ヲ
論
議
セ
シ
モ
ノ
ヲ
罰
ス
ル
ノ
制
裁
二
過
キ
ス
然
ル
ヲ
該
条
例
二
違
背
セ
シ
モ
ノ
ト
濫
リ
ニ
認
定
シ
タ
ル
ハ
上
告
趣
意
書
二
於
テ
ハ
擬
律
錯
誤
ト
セ
シ
モ
其
当
ヲ
得
サ
ル
ニ
付
越
権
ノ
処
分
ナ
リ
ト
正
訂
ス
ト
云
フ
ニ
在
り
ど
の
よ
う
な
事
実
、
ど
の
よ
う
な
事
案
が
、
集
会
条
例
に
い
う
「
政
談
」
に
該
当
す
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
示
し
な
い
ま
ま
、
条
例
違
反
で
あ
る
と
の
判
決
を
下
す
こ
と
は
、
「
越
権
ノ
処
分
」
で
は
な
い
か
。
こ
の
代
言
人
の
指
摘
は
当
を
得
て
い
る
。
前
述
し
た
元
老院会議においては、九鬼隆一が、「『等」ノ一宇ニテハ警官中或ハ過誤ノ処分ナキヲ保セサルヘキモ其取舎圏酌ハ行
（“） 
政官ノ権内ニァル」と発一一一一口し、規制の対象である「学術会」の下に「等」の一宇を付して、それにより警官が裁量の
う
ち
に
判
断
で
き
る
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
す
る
修
正
案
が
審
議
に
か
け
ら
れ
た
も
の
の
、
こ
の
修
正
案
は
結
局
、
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
規
制
対
象
と
な
る
集
会
の
要
件
を
確
定
す
る
作
業
が
暖
昧
な
ま
ま
改
正
案
が
成
立
し
た
以
上
、
本
条
例
は
政
談
演
説
会
の
具
体
的
要
件
を
確
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
現
実
の
裁
判
に
お
い
て
、
本
会
は
政
談
演
説
会
に
は
該
当
し
な
い
、
も
し
該
当
す
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
判
断
そ
の
も
の
が
不
当
で
あ
る
と
の
主
張
が
現
れ
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
官
は
、
い
か
な
る
証
拠
を
採
用
し
い
か
な
る
事
実
認
定
を
行
う
か
は
裁
判
官
に
一
任
さ
れ
た
職
権
内
の
事
項
で
あ
る
と
し
、
治
罪
法
第
一
四
六
条
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
事
実
認
定
や
そ
の
根
拠
と
な
る
警
察
官
吏
の
報
告
書
が
不
当
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
本
件
に
お
い
て
も
、
大
審
院
は
以
下
の
よ
う
な
判
決
を
も
っ
て
高
梨
の
論
難
に
応
じ
て
い
る
。
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
￣ 
￣ 
￣ 
￣ 
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上
告
要
旨
ノ
第
一
ハ
不
充
分
ナ
ル
巡
査
ノ
筆
記
書
及
上
告
発
状
ヲ
以
テ
上
告
者
ノ
論
弁
ヲ
打
消
シ
有
罪
ノ
証
ト
為
ス
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ
カ
其
理
由
ヲ
付
セ
サ
ル
ハ
不
法
ナ
リ
ト
云
う
卜
錐
モ
原
判
官
力
職
権
ヲ
以
テ
為
シ
タ
ル
判
定
上
採
証
ノ
如
何
ヲ
論
難
ス
ル
ー
一
過
キ
サ
レ
ハ
上
告
ノ
理
由
ト
為
ス
ヲ
得
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
上
告
論
旨
ノ
如
ク
該
筆
記
ノ
本
書
卜
写
書
卜
語
句
ノ
間
小
差
ア
リ
又
塗
抹
ア
リ
記
入
等
ア
リ
テ
幾
分
力
不
備
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
モ
之
ヲ
取
捨
選
別
ス
ル
ハ
特
リ
判
官
ノ
職
権
内
一
一
在
テ
既
二
其
心
証
ニ
採
り
ダ
ル
上
ハ
他
ヨ
リ
轍
ク
動
シ
得
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
た
と
え
警
察
官
吏
の
聞
取
書
の
う
ち
、
原
本
と
写
本
の
間
に
語
句
の
小
さ
な
相
違
が
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
塗
抹
や
記
入
が
あ
っ
て
不
備
あ
り
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
取
捨
選
択
す
る
の
は
裁
判
官
の
職
権
内
の
行
い
で
あ
る
と
の
見
解
を
大
審
院
は
明
ら
か
に
し
た
。
大審院判例のこの態度は、以降いっそう強固なものとなり、明治一六年八月一三曰上告、同一七年六月一一曰発付
（弱）
の第一八八一号では、「官吏職権上作リタル調書ノ如キ偽造ノ反証ヲ挙ケサル限リハ確実有効ノモノタル華輌ヲ俟タサ
レ
ハ
」
云
々
と
し
て
、
警
察
官
吏
の
作
成
し
た
調
書
に
対
す
る
全
面
的
な
信
頼
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
無
効
と
主
張
す
る
た
め
に
は
、
上
告
人
の
反
証
を
要
す
る
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
判
決
の
態
度
に
対
し
、
上
告
人
は
、
調
書
に
「
筆
記
ノ
誤
り
」
が
あ
る
と
し
て
、
裁
判
所
に
お
い
て
そ
の
「
更
生
」
を
求
め
（妬）
る
こ
と
を
し
て
い
る
が
、
や
は
り
退
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
告
人
が
演
説
の
中
途
に
「
計
ラ
ス
モ
酒
気
暴
発
シ
精
神
錯
乱
シ
タ
ル
故
其
後
ハ
何
事
ヲ
漬
シ
タ
ル
ャ
記
憶
」
し
な
い
う
ち
に
知
ら
ず
政
談
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
、
調
書
の
通
り
政
談
演
説
を
行
っ
た
と
は
認
め
（ｗ） 
難
い
と
主
張
し
た
事
案
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
退
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
告
人
が
無
罪
で
あ
る
旨
を
判
示
し
た
き
わ
め
て
例
外
的
な
事
案
と
し
て
、
明
治
一
六
年
八
月
一
六
日
上
告
、
同
一
七
年
六
月
（犯）
一一一曰発付の、第一九○六号がある。本件は、明治一六年七月五曰に、秋田軽罪裁判所において、「被告力真ノ自由
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ヲ
得
ル
ハ
何
レ
ノ
時
ソ
ト
云
演
題
ヲ
以
テ
為
シ
タ
ル
演
説
ハ
純
然
ダ
ル
仏
教
演
説
ナ
ル
コ
ト
明
白
ナ
リ
ト
シ
無
罪
ヲ
言
渡
シ
ダ
」
判
決
に
対
し
、
こ
れ
を
不
当
と
し
て
、
検
事
補
上
倉
繁
蔵
が
上
告
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
現
場
に
監
臨
し
た
警
察
官
吏
の
作
成
に
よ
る
調
書
を
も
と
に
、
当
該
演
説
の
内
容
が
政
談
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
実
質
的
な
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
大
審
院
は
、
被
告
高
城
説
厳
の
行
っ
た
仏
教
演
説
の
内
容
は
政
談
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た
。
以
下
が
判
決
要
旨
で
あ
る
。
被
告
力
演
説
ハ
仏
道
於
テ
ハ
現
世
ハ
真
ノ
自
由
世
界
ニ
ア
ラ
ス
未
来
二
於
テ
初
テ
真
ノ
自
由
ヲ
得
ル
ト
ノ
純
然
ダ
ル
仏
教
演
説
ニ
シ
テ
其
中
梢
言
辞
政
談
ニ
似
タ
ル
モ
ノ
ァ
ル
モ
帰
着
ス
ル
所
仏
教
ノ
真
面
目
ナ
ル
現
世
未
来
ヲ
説
キ
唯
現
世
二
於
テ
真
ノ
自
由
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
真
ノ
自
由
ヲ
得
ル
ハ
未
来
ニ
ァ
ル
ヲ
説
キ
タ
ル
迄
ナ
レ
ハ
之
レ
ヲ
以
テ
政
事
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
シ
タ
リ
ト
云
ヲ
得
ス
元
ヨ
リ
集
会
条
例
ノ
制
裁
ヲ
受
へ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ス
裁
判
官
は
、
当
該
演
説
が
仏
教
に
お
け
る
現
世
や
未
来
の
自
由
に
つ
き
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
政
談
に
か
か
る
も
の
と
被
告
が
演
説
内
に
お
い
て
、
「
我
国
モ
明
治
一
一
三
年
ノ
暁
二
至
ラ
ハ
我
々
同
胞
参
政
権
ヲ
有
シ
立
憲
政
治
ノ
下
二
立
チ
自
由
ノ
権
利
ヲ
伸
暢
ス
ル
ヲ
得
へ
シ
ト
錐
モ
真
ノ
自
由
ヲ
得
ル
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
た
こ
と
を
検
事
補
は
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
裁
判
官
は
、
や
や
政
談
に
似
る
言
辞
が
あ
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
当
該
演
説
は
純
然
た
る
仏
教
演
説
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
改
正
集
会
条
例
第
一
六
条
の
対
象
と
な
る
「
学
術
演
説
」
が
、
実
は
相
当
、
限
定
さ
れ
た
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
に
、
本
件
に
お
い
て
は
、
根
拠
と
な
る
条
文
は
同
条
例
第
一
○
条
で
あ
り
、
第
一
六
条
で
は
な
い
。
視
点
を
変
え
れ
ば
、
改
正
条
例
第
一
六
条
の
対
象
と
さ
れ
た
場
合
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
処
罰
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
き
わ
め
て
例
外
的
な
事
例
で
あ
る
が
、
政
談
を
行
っ
た
か
否
か
の
事
実
が
確
定
で
き
な
い
と
し
て
、
再
審
を
求
め
た
判
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
一一一一一一
裁判官は、当該』
は
認
定
し
な
か
っ
た
。
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法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
三
四
（卵）
決がある。明治一六年四月一一七曰上告、同一七年七月一一一○曰発付の、第一一六一二○号事案である。本件においては、第
一に会の名義が懇親会や親睦会ではなく、「新聞購読会」であり、事前に県庁の許可も受け、警察の監臨をも受けて
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
演
説
を
な
し
た
上
告
人
真
田
九
八
郎
は
、
「
郡
区
長
俸
給
ハ
是
マ
テ
地
方
税
ヨ
リ
支
出
シ
タ
ル
ヲ
自
今
国
庫
ヨ
リ
支
給
サ
ル
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
述
べ
た
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
証
拠
と
さ
れ
た
巡
査
の
筆
記
は
、
実
際
の
演
説
内
容
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
検
事
も
ま
た
、
原
審
の
判
決
に
は
「
事
実
理
由
ノ
不
備
」
と
「
越
権
ノ
処
分
」
あ
る
旨
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
会
は
新
聞
を
購
読
し
て
評
釈
す
る
に
と
ど
ま
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
政
談
演
説
会
で
あ
る
と
し
た
巡
査
の
調
書
に
は
問
題
が
あ
る
と
の
意
見
が
上
告
人
、
検
事
の
両
者
よ
り
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大審院による判決は、これまでのように、「諸般ノ証拠ヲ取捨鑑別シ事実ノ有無ヲ判定スルハ事実裁判官一一任従シ
タ
ル
職
権
」
と
し
つ
つ
も
、
演
説
の
内
容
が
政
談
に
か
か
る
も
の
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
原
審
の
判
決
文
に
「
略
記
」
が
多
く
、
「
以
テ
之
レ
ヲ
見
ル
ー
一
由
シ
ナ
シ
」
と
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
判
決
は
、
原
審
の
判
決
文
に
省
略
が
多
く
事
実
を
確
定
す
る
に
足
り
な
い
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
理
由
を
掲
げ
て
再
度
の
審
判
を
求
め
た
。
…
単
一
一
法
律
上
ノ
罪
名
ヲ
付
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
過
キ
サ
レ
ハ
其
政
談
二
関
ス
ル
事
項
ト
ハ
果
シ
テ
如
何
ナ
ル
事
柄
ナ
ル
ャ
之
ヲ
知
ル
ー
由
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
本
件
ノ
罪
ヲ
構
造
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
真
田
九
八
郎
亀
山
清
太
郎
一
一
対
ス
ル
事
実
確
定
セ
サ
レ
ハ
法
律
ノ
当
否
ヲ
鑑
査
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
条
文
の
「
政
談
」
要
件
に
対
応
す
る
事
実
認
定
を
再
度
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
再度の審判を求めた例外的な事案の第一一として、明治一七年四月一一一曰上告、同年一○月三○日発付の第一一一六七五
（伽）
号
が
あ
げ
ら
れ
る
。
事
案
は
、
被
告
森
崎
照
士
口
等
が
、
広
徳
館
開
館
式
と
称
し
、
無
届
に
て
政
談
演
説
会
を
行
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
判
決
に
お
い
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
点
が
再
審
を
求
め
る
理
由
と
さ
れ
た
。
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該
裁
判
言
渡
書
ノ
初
メ
ニ
公
衆
ヲ
集
メ
政
談
演
説
ヲ
為
シ
タ
ル
者
卜
判
定
ス
ト
ァ
リ
後
チ
ニ
障
子
一
重
ヲ
隔
テ
テ
屋
外
二
多
人
数
集
合
ス
ル
コ
ト
ハ
…
森
崎
照
吉
ハ
…
知
ラ
サ
ル
ノ
道
理
ナ
ヶ
レ
ハ
其
処
二
於
テ
起
立
シ
云
々
其
実
公
衆
二
対
シ
政
談
演
説
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
褐
ケ
シ
ハ
事
実
ノ
理
由
ヲ
示
ス
ー
ー
前
後
朝
露
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
後
ノ
説
明
二
依
レ
ハ
其
公
衆
ノ
集
合
シ
タ
ル
ハ
森
崎
照
吉
独
り
之
ヲ
知
リ
テ
他
ハ
知
ラ
サ
ル
者
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
ナ
リ
以
上
の
よ
う
に
、
判
決
は
、
原
審
に
お
け
る
判
決
文
に
お
い
て
、
最
初
は
、
演
説
を
な
し
た
森
崎
が
（
公
衆
の
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
）
「
知
ら
な
い
道
理
が
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
に
森
崎
一
人
が
公
衆
の
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
よ
う
に
記
さ
れ
、
表
現
に
若
干
の
齪
鰭
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
。
以
上
の
二
件
は
例
外
的
な
事
案
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
実
際
の
判
例
が
、
学
術
会
と
称
さ
な
い
ま
で
も
「
親
睦
会
」
「
懇
親
会
」
と
称
す
る
も
の
に
対
し
て
は
厳
し
く
処
断
す
る
姿
勢
を
見
せ
、
他
方
、
「
新
聞
購
読
会
」
「
開
館
式
」
と
い
っ
た
集
会
に
対
し
て
は
、
拡
張
的
に
処
罰
の
対
象
と
し
て
論
じ
る
こ
と
に
つ
き
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
看
取
し
う
る
。
な
お
、
元
老
院
会
議
に
お
い
て
は
、
「
学
術
会
」
以
外
の
名
称
を
用
い
た
会
を
ど
の
よ
う
に
規
制
す
る
か
が
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
（Ⅲ） 
これについては、「親睦会」（明治一六年八月一一一一曰上告、同一七年六月一一日発付の第一八八一号等）、「懇親会」な
ど
の
名
称
を
用
い
て
も
、
例
外
な
く
処
罰
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
（皿）
例えば、明治一六年九月七日上告、同一七年六月一九日発付の第二○一五号事案においては、「辻〈同会」の名の下
に
、
赤
井
村
小
学
校
に
お
い
て
集
会
を
な
し
た
も
の
の
、
「
談
会
ノ
趣
旨
ハ
福
島
県
二
於
テ
否
決
シ
タ
ル
地
方
税
追
割
ヲ
納
ム
ル
ノ
可
否
ヲ論議」するものだったとして、実質的に政談会であるとの判断が下され、被告による上告が棄却されている。
（Ｍ） 
同様の事案として、明治一六年八月二八日上告、同一七年七月八日発付の第一一一一一八七号事案においては、被告人は
「有志親睦会上一一於テ」演説をなしたものであり、聴衆は「皆同主義ノ会員」であるから、公衆を集め政談をなした
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
三五
Hosei University Repository
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
山
口
角
造
の
「
転
宅
ノ
祝
宴
」
に
「
組
合
ノ
者
」
が
訪
れ
、
政
談
演
説
を
な
し
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
き
、
原
審
は
「
集
会
条
例
二
間
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ラ
ス
」
と
し
て
、
こ
の
集
会
に
つ
い
て
は
無
罪
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
検
察
官
が
不
当
で
あ
る
と
の
上
告
を
な
し
た
。
上
告
の
要
旨
は
、
被
告
人
は
「
転
宅
祝
ヒ
ノ
名
義
二
托
シ
二
十
有
余
ノ
公
衆
ヲ
集
〆
政
談
演
説
ヲ
為
シ
タ
ル
者
」
で
あ
り
、
集
会
条
例
を
も
っ
て
罰
す
る
こ
と
を
し
な
い
の
は
「
擬
律
ノ
錯
誤
」
だ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
審
院
は
、
「
擬
律
ノ
錯
誤
」
と
の
検
察
官
の
主
張
は
、
「
既
二
判
官
二
於
テ
事
実
ヲ
認
定
シ
ク
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
其
当
否
ヲ
批
難
ス
ル
ー
一
過
キ
サ
ル
者
」
で
あ
る
と
し
、
被
告
人
の
転
宅
祝
宴
に
際
し
て
の
政
談
演
説
が
集
会
条
例
の
規
制
す
る
対
象
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
実
質
的
な
判
断
に
は
一
切
立
ち
入
る
こ
と
を
せ
ず
、
検
察
官
の
上
告
を
棄
却
し
た
。
以
上
、
主
に
明
治
一
六
年
か
ら
一
七
年
の
判
例
を
概
観
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
、
大
審
院
が
「
学
術
会
」
「
懇
親
会
」
「
親
睦
会
」
等
の
名
の
下
で
行
わ
れ
る
集
会
に
つ
い
て
、
厳
正
に
処
分
す
べ
き
と
の
改
正
案
趣
旨
を
尊
重
し
つ
つ
、
裁
判
に
お
い
て
初
め
て
提
示
さ
れ
た
、
現
場
に
監
臨
す
る
警
官
の
調
書
の
信
愚
性
を
問
う
上
告
人
の
主
張
に
対
し
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
、
警
察
官
吏
の
作
成
し
た
調
書
を
全
面
的
に
信
頼
し
、
こ
れ
を
裁
判
官
の
職
権
の
範
囲
内
で
あ
る
と
明
示
し
た
事
実
を
導
出
し
う
る
。
種
々
の
性
質
の
会
に
対
す
る
処
分
に
つ
き
、
類
型
性
が
見
ら
れ
る
か
否
か
は
暖
昧
な
部
分
が
あ
る
が
、
仏
教
演
説
や
新
聞
講
読
会
等
の
、
政
治
的
内
容
に
か
か
る
可
能
性
が
想
定
し
え
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
慎
重
な
判
断
を
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
転
宅
の
祝
宴
に
つ
い
て
は
無
罪
と
判
示
す
る
な
ど
、
会
が
ど
法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
一一一一ハ
とはいえないと主張したものがある。これに対し、大審院は、「司法警察官ノ検証調書並一一当夜ノ情況等」から判断
を
下
し
、
該
会
は
有
志
親
睦
会
で
は
な
く
、
公
衆
を
集
合
し
政
談
演
説
を
な
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
さらに、元老院会議において参事院議官である大森が一一一一亘及したような、冠婚葬祭等を含む私的な集会において政談
（Ⅲ） 
が行われた事案が一件、存在する。それは、明治一七年一一一月一一一曰上告、同年一一［月一一九曰発付の第四一一四六号事案
である。
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れ
ほ
ど
公
共
的
な
性
質
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点
を
も
考
慮
に
含
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
各
府
県
と
法
制
部
と
の
質
疑
応
答
が
先
例
と
し
て
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
参
事
院
の
活
動
に
関
す
る
本
論
の
趣
旨
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
い
ま
一
度
、
集
会
条
例
改
正
案
と
そ
の
運
用
に
関
す
る
全
体
的
な
位
置
付
け
を
確
認
し
た
い
。
（順）
井
上
毅
は
明
治
六
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
制
度
調
査
の
途
上
で
、
「
仏
国
大
審
院
考
」
と
い
う
覚
え
書
き
を
記
し
た
。
こ
の
中
で
（伽）
（川）
（川）
井上は、「往々簡短ニシテ、疑似両通スル」法文の解釈運用に際し、「迷謬」のないように、「明法」を行う必要があ
ると書いている。井上の説明によれば、この「明法」には二種類あり、一つは、「法ヲ申ヘテ既二訴フルノ事ヲ断ス
（柵）
（川）
（Ⅲ） 
ル
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
裁
判
官
ノ
任
」
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
当
該
事
件
の
み
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
「
一
定
ノ
条
規
」
と
（皿）
し
て
「
未
来
二
例
準
ス
ル
コ
ト
」
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
立
法
官
は
、
「
法
ヲ
申
ヘ
テ
、
一
定
ノ
条
例
ト
シ
、
以
テ
将
来
ヲ
侍
チ
、
（川）
（川）
国
民
ヲ
シ
テ
遵
守
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
が
で
き
る
。
井
上
は
、
こ
の
覚
え
書
き
の
中
で
、
「
明
法
ノ
将
来
ヲ
定
ム
ル
」
権
限
が
立
法
官
に
属
（畑）
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
法
ヲ
申
明
ス
」
る
こ
と
が
裁
判
所
の
役
割
で
あ
る
と
の
記
述
を
繰
り
返
し
、
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
覚
え書きに記されたポァソナードの言葉によれば、以下のようなことも一一一一コえる。
大
審
院
ノ
判
決
モ
亦
其
ノ
他
各
裁
判
所
卜
均
ク
民
法
書
第
五
条
ノ
褐
ク
ル
所
二
逃
ル
、
コ
ト
能
ハ
ズ
第
五
条
法
官
ハ
例
則
通
規
卜
、
云
ヲ
以
テ
訟
ヲ
裁
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
違
う
者
ハ
則
チ
立
法
ノ
権
ヲ
奪
う
ト
ス
然
ル
ー
一
大
審
院
ノ
判
決
往
々
明
法
ノ
益
ヲ
ナ
ス
者
ハ
其
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（川）
ノ権アルノ故二以テ理ヲ為スニ非ス乃チ其ノ理アルノ故二以テ其ノ権ヲ為スナリ（傍点は原文のまま）
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
三七
五
法
制
官
僚
の
企
図
と
現
実
の
法
運
用
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す
な
わ
ち
、
大
審
院
の
判
決
が
「
明
法
ノ
益
」
を
な
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
そ
れ
は
（
立
法
官
の
有
す
る
よ
う
な
）
「
明
法
」
の
権
限
を
大
審
院
が
持
つ
ゆ
え
に
「
理
」
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
「
理
」
あ
る
が
ゆ
え
に
、
（
立
法
官
の
有
す
る
よ
う
な
）
権
限
を
大
審
院
が
持
つ
か
の
よ
う
な
外
観
と
な
る
の
だ
、
と
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
は
述
べ
て
い
る
。
井
上
は
、
大
審
院
の
判
決
に
よ
り
法
の
具
体
的
な
内
容
が
確
定
さ
れ
、
そ
れ
が
一
種
の
先
例
性
を
有
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
井
上
に
と
っ
て
は
そ
の
状
況
は
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
、
法
文
の
具
体
的
な
内
容
を
明
定
す
る
権
限
は
立
法
官
に
あ
る
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
い
う
「
立
法
官
」
と
は
議
会
の
こ
と
で
は
な
く
、
法
制
官
僚
を
さ
し
て
い
る
。
（、）
こ
の
よ
う
な
井
上
の
認
識
は
、
明
治
二
○
年
前
後
に
作
成
さ
れ
た
「
憲
法
説
明
稿
本
」
の
説
明
部
分
に
お
い
て
、
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
一（〕。
…法律ノ要ハ文理明白ニシテ人民ヲシテ明二其命スル所ト其禁スル所ヲ知ラシムル一一在り妹ルー不幸ニシテ法
律
ノ
條
章
往
々
暗
漣
ニ
シ
テ
明
ナ
ラ
ズ
疎
漏
ニ
シ
テ
備
ハ
ラ
ズ
以
テ
官
民
ヲ
シ
テ
多
岐
二
迷
ハ
シ
ム
ル
ハ
事
実
ノ
免
レ
ザ
ル
所
ナ
リ
故
二
法
律
ノ
説
明
ハ
以
テ
其
鐸
義
ヲ
一
定
シ
範
囲
限
界
ヲ
精
確
ニ
ス
ル
ー
ー
於
テ
尤
モ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
必
要
タ
リ
法
律
ヲ
説
明
ス
ル
ニ
ニ
ッ
ノ
道
ア
リ
其
一
ハ
司
法
ノ
説
明
ト
ス
即
チ
大
審
院
ノ
判
決
ハ
法
司
ノ
為
二
統
一
ノ
説
明
ヲ
子
へ
而
シ
テ
其
説
明
ハ
将
来
二
向
テ
規
定
ノ
カ
ヲ
有
セ
ザ
ル
者
ナ
リ
其
ニ
ハ
是
ヲ
立
法
ノ
説
明
ト
ス
羅
馬
人
ノ
古
語
二
云
立
法
ヲ
作
ル
ノ
人
濁
り
能
ク
法
ヲ
説
ク
ト
欧
州
各
国
ハ
或
ハ
此
ノ
原
則
二
従
上
立
法
議
院
二
法
律
説
明
ノ
権
ヲ
委
ヌ
ル
者
ア
リ
而
シ
テ
其
藥
ハ
細
事
ヲ
以
テ
屡
々
議
院
ヲ
煩
ス
ト
及議院ノ説明ハ毎二変遷浮動シテ恒久永定ノ要素ヲ欠ク一一在り是し我力憲法ハ既二司法部二委ヌルニ将来一般二
通
行
ス
ル
立
法
ノ
畉
漏
ヲ
補
フ
ノ
権
ヲ
以
テ
セ
ズ
又
之
ヲ
立
法
議
院
ノ
多
数
二
委
ヌ
ル
ヲ
欲
セ
ズ
シ
テ
寧
ロ
中
央
ノ
官
局
法
制
起
草
ノ
任
二
居
ル
所
ノ
参
事
院
二
属
シ
タ
ル
所
以
ナ
リ
…
こ
れ
は
廃
条
と
な
っ
た
条
文
で
あ
り
、
参
事
院
は
大
曰
本
帝
国
憲
法
体
制
下
の
機
関
と
し
て
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
説
明
の
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う
ち
に
、
井
上
の
判
決
と
い
う
も
の
に
対
す
る
認
識
が
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
審
院
の
判
決
は
、
「
法
司
」
の
た
め
に
統
一
の
説
明
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
説
明
が
将
来
に
向
か
っ
て
「
規
定
ノ
カ
」
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
。
説
明
後
半
に
お
い
て
は
、
「
我
力
憲
法
」
が
、
「
司
法
部
」
に
対
し
、
将
来
に
向
け
て
一
般
的
な
拘
束
力
を
有
す
る
よ
う
な
「
立
法
ノ
映
漏
ヲ
補
フ
ノ
権
」
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
権
限
を
有
す
る
の
は
、
立
法
官
た
る
「
参
事
院
」
な
の
で
あ
る
。
以
上
に
掲
げ
た
二
つ
の
資
料
を
、
単
に
日
本
法
に
お
け
る
成
文
法
主
義
の
採
用
（
判
例
法
主
義
の
不
採
用
）
を
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
審
院
が
弓
司
法
権
独
立
は
結
構
で
あ
る
が
、
司
法
省
よ
り
独
立
す
る
の
は
不
可
で
あ
る
』
と
の
肢
（川）
行
し
た
司
法
権
独
立
奎
銅
の
下
に
置
か
れ
」
て
い
た
明
治
期
の
状
況
を
顧
慮
す
れ
ば
、
上
記
の
資
料
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
に
解
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
中
央
政
府
内
の
法
制
官
僚
か
ら
な
る
専
門
集
団
と
、
大
審
院
と
の
間
の
、
緊
張
関
係
を
伴
う
上
下
構
造
を
示
す
よ
う
し
か
し
、
こ
こ
で
改
め
て
、
元
老
院
で
の
集
会
条
例
改
正
案
の
審
議
に
お
け
る
、
と
り
わ
け
大
森
ら
参
事
院
議
官
の
説
明
と
、
そ
れ
が
発
布
さ
れ
た
後
の
大
審
院
に
よ
る
運
用
を
対
照
す
る
と
、
井
上
の
構
想
し
た
よ
う
な
「
明
法
」
機
能
の
、
立
法
官
と
裁
判
所
と
の
役
割
分
担
が
、
現
実
に
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
に
行
わ
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
大
森
や
水
本
は
、
立
法
者
と
し
て
、
改
正
の
趣
旨
が
第
一
に
治
安
の
保
持
に
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
言
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
審
院
の
判
決
は
、
治
安
を
乱
し
た
こ
と
を
処
分
の
要
件
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
現
場
に
監
臨
し
た
警
察
官
吏
の
調
書
に
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
、
判
決
を
形
成
す
る
旨
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
調
書
の
信
頼
性
そ
の
も
の
を
疑
問
視
し
、
ま
た
、
条
例
違
反
の
判
断
を
下
す
根
拠
と
な
る
調
書
を
警
察
官
吏
の
裁
量
範
囲
内
に
一
任
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
事
案
が
集
会
条
例
の
対
象
に
該
当
す
る
の
か
を
明
示
す
べ
き
で
あ
る
と
求
め
る
上
告
人
や
代
言
人
の
主
張
は
、
お
そ
ら
く
立
法
の
時
点
で
は
全
く
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
態
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
大
審
院
は
こ
れ
に
対
し
、
調書を採用するか否かを決定するのは裁判官の職権であるとの見解を示している。
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
三
九
に思われる。
しかし、》
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（畑）
井上は明治二一一年に、「検察官警察官弊害意見」と題された意見書を記しているが、その記述からは、上記のよう
な裁判官と警察官の関係に対する強い不信の念を看取することができる。井上は以下のように述べている。
裁判官ハ其位地信用ノ何者タルヲ知ラス情実政略ノ干渉ヲ蒙リ情実一一動カサレテ警察官吏ノ過ヲ彌縫セントシ
事ノ是非一一依り裁判スルニァラスシテ多クハ政府ノ意ヲ迎ヘテ裁判スルコソ一身ノ栄利ヲ計ルノ道ナリト誤信ス
ルニ依ル…警察官亦其位地責任ノ何タルヲ知ラス内閣当局者ノ趣意ヲ誤解シ法律ノ精神ヲ了解セス其無学文盲ナ
ル見解二拠テ濫リニ法文ヲ解釈施行シ若シ之ヲ誤ルコトァルモ裁判官一一強ユルニ情実ヲ以テシー度告発シタル事
件ハ事実及手続ノ是非曲直ヲ問ハス飽マテ之ヲ支へ為メニ人権ヲ害スルモ括トシテ恥チサルノ勢アリ…今曰我内
閣ハ警察政治一一依ツテ進退シ警察独り内閣政治ノ機関トナリ恰モ警察政府ノ外観アルヲ免力レス
井上のいう「内閣当局者」、すなわち参事院に集うような法制官僚たちの「趣意」とは、決して「政府ノ意ヲ迎ヘ
テ
裁
判
ス
ル
」
こ
と
で
は
な
い
。
さ
き
に
掲
げ
た
元
老
院
会
議
に
お
け
る
発
言
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
井
上
を
は
じ
め
と
す
る
立
法
官
の
意
思
は
、
「
法
律
ノ
精
神
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
井
上
は
、
終
始
一
貫
し
て
、
立
法
者
意
思
の
全
て
を
起
草
さ
れ
た
法
に
集
約
さ
せ
、
そ
の
外
に
「
精
神
」
は
無
い
と
の
姿
勢
を
貫
き
、
従
っ
て
、
法
に
表
れ
た
立
法
官
の
意
思
、
法
律
の
精
神
に
則
っ
て
裁
判
を
進
め
る
こ
と
を
司
法
官
に
対
し
求
め
た
の
で
あ
る
。
大森鍾一もまた、全く別の側面からではあるが、同様のことを述べている。「大木喬任文書」内の、「集会条例改正
（伽）
追
加
以
来
一
云
々
」
と
題
さ
れ
た
報
告
書
の
中
で
、
大
森
は
山
県
有
朋
参
事
院
議
長
に
宛
て
、
以
下
の
よ
う
な
地
方
巡
察
の
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。今般巡回中集会条例実施二付困難ノ状況アルヲ間黙々一一付スル能カハサル所アルヲ以テ弦二其概況ヲ陳へ卿力
閣
下
ノ
注
意
ヲ
要
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
…
警
察
官
力
学
術
会
一
一
臨
ミ
其
論
議
政
治
二
関
ス
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
裁
判
官
ニ
送
り
其
処
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刑
ヲ
求
ム
ル
ニ
裁
判
官
ハ
之
レ
カ
罪
ヲ
問
フ
ナ
ク
其
学
術
会
ハ
素
卜
政
論
ヲ
目
的
ト
ス
ル
ニ
ァ
ラ
ス
論
議
偶
々
政
論
ニ
渉
ル
モ
ノ
ハ
集
会
条
例
ノ
問
う
所
ニ
ァ
ラ
ス
ト
シ
テ
多
ク
之
ヲ
放
免
ス
盲
裁
判
官
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
検
事
二
於
テ
モ
亦
之
ヲ
裁
判
官
二
送
ラ
ス
シ
テ
直
二
放
免
ス
ル
コ
ト
ァ
リ
ト
…
裁
判
官
ハ
其
来
聴
者
ヲ
引
テ
演
説
者
ノ
証
拠
人
ト
シ
以
テ
其
言
う
所
二
依
り
之
ヲ
放
免
ス
ト
雌
モ
蓋
シ
其証拠人即チ来聴者ハ多ク演説者ト意気相投シ志向相合シ以テ漬シ以テ聴クカ如キモノーーシテ所謂同穴ノ人士ナ
リ
何
ソ
演
説
者
二
違
テ
反
対
ノ
証
拠
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
ァ
ラ
ン
ャ
…
集
会
条
例
二
学
術
会
ニ
シ
テ
政
治
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
講
談
論
議
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
第
十
条
二
依
テ
処
分
ス
ト
ァ
ル
ハ
演
説
者
ノ
目
的
如
何
二
関
セ
ス
警
察
官
二
於
テ
政
治
二
関
ス
ル
論
議
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
之
ヲ
処
分
ス
ル
ノ
法
タ
レ
ハ
ナ
リ
且
シ
方
今
ノ
制
度
ヲ
以
テ
論
ス
レ
ハ
検
事
能
ク
其
法
ヲ
守
り
裁
判
官
能
ク
其
法
ヲ
執ルヲ以テ足レリト為スト錐モ又一方ヨリ之ヲ視レハ警察官ノ為ス所ハ検事之ヲ賛シ検事ノ行う所ハ警察官之一一
従
上
以
テ
相
協
心
戦
力
シ
之
ヲ
裁
判
官
二
付
ス
レ
ハ
裁
判
官
能
ク
法
ヲ
執
テ
之
ヲ
処
分
ス
ル
ニ
ァ
ラ
サ
レ
ハ
到
底
施
政
上
ノ
妨
害
ア
ル
ヲ
免
力
レ
ス
…
然
ル
ヲ
今
曰
ノ
如
ク
警
察
官
ノ
為
ス
所
ハ
検
事
ノ
拒
ム
所
ト
ナ
リ
偶
検
事
ノ
裁
判
官
二
付
ス
ル
ァ
レ
ハ
裁
判
官
其
罪ヲ問ハス為メニ検事力上告シテ其破穀ヲ求ムルコトナク遂二人心ハ益々妄慢ヲ極メ愈々警察官ヲシテ其処措一一
苦
シ
ム
所
ア
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
…
明
治
十
五
年
九
月
参
事
院
議
官
補
大
森
鍾
一
参
事
院
議
長
山
県
有
朋
殿
ここで大森の述べていることは、一見すると、上掲の井上の意見書とは正反対の内容である。井上が、いったん告
発した事件はあくまでこれを処罰し、そのために人権が侵害される結果となっても括として恥じることのない司法官
に関して、苦言を呈するのに対し、大森は、警察官が摘発し、処分を求めた事案に対し、裁判官が処断に積極的な姿
勢を全く示さず、あるいは検事がそもそも裁判官にむけて告訴しようともせず、ただちに放免して放置する現状を嘆
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
四一
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法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
・
四二
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
警
察
官
吏
と
司
法
官
に
対
し
、
問
題
と
み
る
貝
〈
体
的
な
点
は
、
井
上
と
大
森
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
大
森
が
、
報
告
書
の
後
半
部
分
で
、
警
察
官
と
裁
判
官
の
協
力
に
よ
る
円
滑
な
裁
判
の
実
現
を
強
く
求
め
る
の
も
、
「
警
察
官
吏
ノ
過
ヲ
彌
縫
」
す
る
よ
う
な
、
裁
判
官
と
警
察
官
の
一
種
の
癒
着
を
指
摘
す
る
井
上
の
意
見
書
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
元
老
院
会
議
に
お
い
て
、
公
布
後
の
運
用
を
も
規
律
す
る
具
体
的
な
法
内
容
の
明
確
化
を
行
う
立
法
官
と
し
て
、
井
上
と
大
森
は
立
場
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
と
も
に
、
起
草
さ
れ
た
条
文
に
表
れ
た
「
法
律
ノ
精
神
」
に
従
っ
て
、
司
法
官
が
裁
判
を
な
す
こ
と
を
強
く
志
向
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
の
事
案
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
事
件
に
法
文
が
完
全
に
対
応
す
る
か
否
か
、
判
断
に
迷
う
場
合
も
多
い
。
そ
う
し
た
場
合
、
例
え
ば
集
会
条
例
改
正
案
に
お
い
て
、
大
審
院
は
、
裁
判
官
の
職
権
の
名
の
下
に
警
察
官
の
作
成
し
た
調
書
を
採
用
し
、
判
決
形
成
の
根
拠
と
な
す
と
い
う
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
裁
判
所
に
お
け
る
法
適
用
の
現
実
と
、
そ
の
現
実
に
日
々
対
時
す
る
裁
判
官
の
営
み
と
は
、
実
は
、
立
法
官
で
あ
る
法
制
官
僚
た
ち
の
意
思
と
鋭
く
対
立
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
緊
張
関
係
が
、
井
上
・
大
森
の
意
見
書
に
は
表
れ
て
い
る
。
以
上
、
集
会
条
例
改
正
案
を
例
に
、
主
に
元
老
院
会
議
に
お
け
る
参
事
院
議
官
の
趣
旨
説
明
と
い
う
職
掌
を
中
心
に
、
制
定
後
の
法
運
用
を
も
視
野
に
含
め
、
参
事
院
の
立
法
活
動
に
つ
き
検
討
を
行
っ
た
。
照のこと。
（２）後藤鋒
（１）参事院の設立やその職掌、同院を規律する「参事院章程」については、複数の研究が存在している。山崎丹照『内閣制度の研究』
（
高
山
書
院
、
一
九
四
二
）
、
鈴
木
安
蔵
『
大
政
官
制
と
内
閣
制
』
（
昭
和
刊
行
会
、
一
九
四
四
）
、
山
中
永
之
佑
『
日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
官
僚
制
』
（
弘
文
堂
、
一
九
七
四
）
、
野
崎
昭
雄
「
参
事
院
の
設
置
」
（
『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』
二
一
号
、
一
九
七
四
）
、
吉
井
蒼
生
夫
「
中
央
権
力
機
構
の
形
成
」
（
福
島
正
夫
編
『
日
本
近
代
法
体
制
の
形
成
（
上
巻
と
日
本
評
論
社
、
一
九
八
一
）
、
西
川
誠
「
参
事
院
の
創
設
」
（
「
書
陵
部
紀
要
』
四
八
号
、
一
九
九
七
）
等
を
参
後
藤
靖
「
自
由
民
権
期
の
府
県
会
闘
争
（
｜
）
参
事
院
裁
定
書
」
（
『
立
命
館
経
済
学
』
一
六
巻
五
・
六
号
、
一
九
六
八
）
、
同
「
自
由
民
権
期
の
府
県
会
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闘
争
（
二
）
参
事
院
・
法
制
局
裁
定
書
」
（
『
立
命
館
経
済
学
』
一
七
巻
一
号
、
一
九
六
八
）
、
居
石
正
和
「
近
代
日
本
地
方
行
政
と
官
僚
支
配
の
一
側
面
ｌ
参
事
院
及
び
内
閣
法
制
局
裁
定
と
そ
の
変
化
か
ら
Ｉ
」
（
『
島
大
法
学
』
三
五
巻
四
号
、
’
九
九
二
）
。
（
３
）
注
（
１
）
所
掲
の
西
川
「
参
事
院
の
創
設
」
五
六
頁
参
照
。
（
４
）
手
塚
豊
「
明
治
十
六
年
・
参
事
院
の
刑
法
改
正
草
案
」
（
『
手
塚
豊
著
作
集
第
四
巻
』
慶
應
通
信
、
’
九
八
二
）
、
新
井
勉
「
明
治
十
六
年
参
事
院
の
刑
法
論
小
考
ｌ
明
治
政
府
の
憲
法
構
想
と
刑
法
秩
序
の
不
整
合
序
説
ｌ
」
（
「
日
本
法
学
』
六
三
（
｜
）
号
、
’
九
九
七
）
．
（
５
）
梧
陰
文
庫
・
整
理
番
号
Ｂ
’
一
○
六
六
。
な
お
、
中
原
秀
典
は
本
訓
示
案
に
つ
き
、
「
案
の
段
階
で
井
上
に
意
見
を
訳
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
ら
か
の
形
で
こ
れ
等
の
内
容
は
地
方
に
送
達
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。
中
原
「
『
集
会
条
例
』
立
法
沿
革
序
説
（
下
）
」
（
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
三
○
九
（
６
）
松
尾
章
一
「
天
皇
制
法
（
７
）
注
（
６
）
所
掲
の
松
尾
（
８
）
注
（
６
）
所
掲
の
松
尾
（
９
）
注
（
７
）
に
同
じ
。
（咀）注（５）所掲の『レファレンス』三○九号のうち、「主要記事の要旨」｜頁を参照。
（
蛆
）
注
（
５
）
所
掲
の
中
原
ヨ
集
会
条
例
』
立
法
沿
革
序
説
（
下
）
」
に
同
じ
。
（Ⅳ）注（５）所掲の中原「『集会条例』立法沿革序説（下）」一一一○～三一頁参照。
（
旧
）
『
法
令
全
書
明
治
一
三
年
』
（
内
閣
官
報
局
、
’
八
九
○
）
五
七
～
六
一
頁
。
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
（
皿
）
森
山
誠
一
「
集
会
条
例
（
一
八
八
○
）
制
定
過
程
の
一
考
察
（
上
）
ｌ
邦
訳
ド
イ
ツ
結
社
法
お
よ
び
ボ
ァ
ソ
ナ
「
ド
案
の
影
響
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
金
沢
経
済
大
学
論
集
』
二
八
巻
一
号
、
一
九
九
四
）
。
（
⑫
）
手
塚
豊
「
集
会
条
例
質
問
録
」
（
『
手
塚
豊
著
作
集
第
六
巻
』
慶
應
通
信
、
一
九
八
六
）
。
な
お
、
最
高
裁
判
所
図
書
館
の
明
治
文
庫
内
に
、
同
様
の
各
府
県
よ
り
の
質
問
と
法
制
部
の
回
答
を
ま
と
め
た
「
集
会
条
例
質
問
録
」
な
る
資
料
が
存
在
す
る
。
罫
紙
は
、
東
京
上
等
裁
判
所
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
最高裁図書館蔵『刑法申明類纂一一一’二』を参照のこと。．
（旧）手塚豊「元老院における集会条例改正意見書（明治十六年）」（『手塚豊著作集第六巻』慶應通信、’九八六）。
（ｕ）中原秀典「『集会条例』立法沿革序説（上）」（『レファレンス』三○六号、’九七六）、同「（中）」（同一一一○七号、’九七六）、同
沢経済大学論集』二八巻一号、一九九ｍ
（
ｕ
）
梧
陰
文
庫
・
整
理
番
号
Ｂ
’
一
○
六
七
。
号
、
一
九
七
六
）
二
九
頁
参
照
。
「（下と（注（５）所掲につき省略）。
ご
注
（
５
）
所
掲
の
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
Ｕ
注
（
５
）
所
掲
の
中
原
「
『
集
会
条
例
］
注
（
５
）
所
掲
の
中
原
「
『
集
会
条
例
「
天
皇
制
法
秩
序
の
形
成
過
程
に
お
け
る
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
」
（
『
法
学
志
林
』
七
一
巻
一
一
・
三
・
四
合
併
号
、
別
掲
の
松
尾
「
天
皇
制
法
秩
序
の
形
成
過
程
に
お
け
る
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
」
一
五
八
頁
。
別掲の松尾「天皇制法秩序の形成過程におけるポァソナード」一四四頁。
’九七四）。
四
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（
肥
）
注
（
妬
）
所
掲
の
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
四
九
七
頁
。
（
〃
）
注
（
妬
）
所
掲
の
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
四
八
七
～
四
八
八
頁
。
（肥）『法令全書明治一四年』（内閣官報局、一八九○）三一一一一～一一一一一一一一一頁。
（羽）～（犯）注（弱）所掲の「元老院会議筆記』四八九頁。
（
鍋
）
注
（
妬
）
所
掲
の
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
四
九
○
頁
。
（
狐
）
注
（
妬
）
所
掲
の
『
元
老
院
会
議
筆
記
」
四
九
一
頁
。
（
調
）
注
（
羽
）
所
掲
の
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
四
九
三
頁
。
（
鍋
）
～
（
師
）
注
（
弱
）
に
同
じ
。
（
皿
）
注
（
皿
）
所
掲
の
手
塚
「
集
会
条
例
質
問
録
」
一
○
二
頁
。
（妬）『元老院会議筆記第十二巻』（元老院会議筆記刊行会、一九六六）四九六頁の、「実ハ立案ニモ大二苦心シタル所ニテ」云々と述べ
〆■、〆■、／￣、〆■、グー、
２３２２２１２０１９ 
出-〆ﾐｰﾉ里-〆、=〆里.〆
注注注注注
'ヘヘ′ヘヘ′へ法翌巴翌哩巴学
に所所所所志同掲掲掲掲林
ビ里里里空第
／~、／凸、'－，〆■、〆~、〆■、〆■、'－，
５１４６４５４４４３４２４０３９ 
、='、－/迅.’、_ﾉ、‐ﾉ、-ﾉ、-ﾉ、-／
１１１ 
翁師注往往注ａ注
、－グ、－ノ'－，〆■、〆■、〆■、、－〆〆■、
２５４３２５２５２５ 
注注、-／、-／、‐／￣注一
へ，-、所に所所，へ所
４６２５掲同掲掲３９褐
一一のじのの￣の人所司‐気に気｡ 
５０掲元元元同元
一の老老老じ老
にョ院院院。院
同元会会会会
じ老議議議議
・院筆筆筆筆
会記記記記
議一一一一
筆五五四四
記○○九九
一九九七六
五Ｉ頁頁頁
一五。。。
○一
頁○
・頁
｡ 
（調）～（師）注（弱）』
（
胡
）
注
（
旧
）
に
同
じ
。
る大森鍾一の発言による。
心
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
所
掲
の
手
塚
「
集
会
条
例
質
問
録
」
参
照
。
所掲の手塚「集会条例質問録」九六頁。
所
掲
の
手
塚
「
集
会
条
例
質
問
録
」
九
七
頁
。
所掲の手塚「集会条例質問録」九九～’○○頁。
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（
“
）
注
（
妬
）
所
掲
の
「
元
老
院
会
議
筆
記
』
五
一
一
頁
。
（
弱
）
『
法
令
全
書
明
治
一
五
年
』
（
内
閣
官
報
局
、
’
八
九
○
）
一
八
頁
。
（
妬
）
九
鬼
隆
一
の
発
言
で
あ
る
。
注
（
朗
）
所
掲
の
『
元
老
院
会
議
筆
記
』
五
二
頁
参
照
。
（
訂
）
『
梧
陰
文
庫
総
目
録
』
（
國
學
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
、
二
○
○
五
）
一
六
五
頁
参
照
。
（
記
）
中
原
秀
典
も
指
摘
す
る
点
で
あ
る
が
、
本
文
書
は
明
治
一
三
年
布
告
の
集
会
条
例
条
文
を
印
刷
し
た
も
の
に
井
上
が
筆
書
き
で
修
正
を
加
え
る
と
い
う
体
裁を取っており、条文自体は全一六条まで印刷されているにもかかわらず、井上の書き込みは第一条及び第二条のみである。このこと
が
、
井
上
は
第
三
条
以
下
に
つ
い
て
は
特
段
の
修
正
の
必
要
な
し
と
考
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
、
あ
る
い
は
第
三
条
以
下
の
修
正
は
他
の
議
官
に
任
せ
、
自
身
は
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
、
文
書
を
見
た
だ
け
で
は
推
定
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
点
は
甚
だ
遺
憾
と
い
え
よ
う
。
注
（
５
）
所
掲
の
中
原
「『集会条例』立法沿革序説（下）」二七頁参照。
（開）『井上毅伝史料篇第四』（國學院大学図書館、一九七一）六一一一二～六一一一一一一頁。
（
釦
）
井
上
は
、
政
社
と
政
党
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
問
題
意
識
の
も
と
に
、
明
治
一
五
年
、
「
政
党
論
」
と
題
さ
れ
た
論
説
を
著
し
、
そ
の
中
で
「
政
党
ハ
法
ノ
問
ハ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
政
社
ハ
法
ノ
管
ス
ル
所
ナ
リ
」
「
政
党
ノ
盛
ナ
ル
ハ
文
明
ノ
徴
ニ
シ
テ
政
社
ノ
多
キ
ハ
壊
乱
ノ
幾
ナ
リ
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
『
井
上
毅
伝
史
料
篇
第
一
』
二
八
八
～
二
九
五
頁
。
（
日
）
明
治
一
三
年
四
月
一
五
日
の
日
付
の
、
太
政
官
法
制
部
宛
の
石
川
県
令
の
質
疑
の
中
に
も
、
「
国
安
二
妨
害
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
と
し
て
、
同
様
の
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
’
一
○
六
五
の
達
案
は
、
本
質
疑
を
参
照
し
つ
つ
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
（
田
）
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
六
年
四
月
／
五
月
』
（
文
生
書
院
、
’
九
八
八
）
’
七
五
頁
。
（開）『明治前期大審院刑事判決録明治一六年六月』’一一三一頁～’’’’’’一一頁。
（
“
）
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
六
年
一
二
月
』
’
二
四
頁
。
（
開
）
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
一
月
／
二
月
』
’
九
四
頁
。
（船）『明治前期大審院刑事判決録明治一七年一一一月』四四二～四四三頁。
（
師
）
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
四
月
』
三
九
頁
。
（
閉
）
注
（
師
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
四
八
～
四
九
頁
。
（
的
）
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
五
月
（
上
）
』
二
○
九
頁
。
（
、
）
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
五
月
（
下
）
」
三
五
一
頁
。
（
Ⅵ
）
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
六
月
（
上
）
』
五
五
～
五
六
頁
。
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
四五
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法
学
志
林
第
一
○
九
巻
第
二
号
注（Ⅶ）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』六五頁。
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
七
月
／
八
月
』
二
六
七
頁
。
注（門）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』二八七頁。
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
九
月
』
六
二
頁
。
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
一
○
月
』
二
三
六
頁
。
注
（
稲
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
三
九
○
頁
。
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
明
治
一
七
年
一
○
／
二
月
（
六
七
ｌ
Ⅱ
）
」
六
八
頁
。
注（“）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』七一頁。
注
（
開
）
所
掲
の
「
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
’
九
五
頁
。
注（船）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』’一一一一三頁。
注（師）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』’二五頁。
注
（
的
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
二
○
九
～
二
一
○
頁
。
注
（
、
）
所
掲
の
「
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
五
五
頁
。
注
（
布
）
所
掲
の
「
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
四
四
～
四
五
頁
。
注（稲）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』二一一～二一一一頁。
注（別）に同じ。
注（閲）に同じ。
注（閉）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』’六九頁。
注（開）に同じ。
注（明）に同じ。
注（酊）所掲の『明治前期大審院刑事判決録』四八～四九頁。
注（似）に同じ。
注（弱）に同じ。
注（Ｍ）に同じ。
注（羽）に同じ。
四六
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（
Ｗ
）
注
（
門
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
二
六
八
頁
。
（
肥
）
注
（
皿
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
六
五
～
六
六
頁
。
（
開
）
注
（
河
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
四
○
三
～
四
○
四
頁
。
（
Ⅲ
）
注
（
乃
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
四
○
九
～
四
一
○
頁
。
（Ⅲ）一注（腿）に同じ。
（Ｍ）一『明治前期大審院刑事判決録明治一七年六月（下）』二八頁。
（川）注（門）所掲の『明治前期大審院刑事判決録」一一九四頁。
（
Ⅲ
）
注
（
犯
）
所
掲
の
『
明
治
前
期
大
審
院
刑
事
判
決
録
』
二
○
八
～
二
○
九
頁
。
（
伽
）
『
井
上
毅
伝
史
料
篇
第
三
』
八
○
～
’
’
○
頁
。
（
伽
）
～
（
川
）
注
（
伽
）
所
掲
の
『
井
上
毅
伝
』
八
三
頁
。
（皿）～（随）注（Ⅲ）所掲の『井上毅伝』八四頁。
（Ⅲ）注（伽）所掲の『井上毅伝』八五頁。
（川）梧陰文庫・整理番号ＡＩ’○五。
（Ⅲ）岩谷十郎「訓令を仰ぐ大審院１１明治一二年代の司法権ｌ」（『法学研究」六六巻八号、一九九三）二頁参照。
（
Ⅲ
）
『
井
上
毅
伝
史
料
篇
第
二
』
七
八
～
八
三
頁
。
（
剛
）
「
集
会
条
例
改
正
追
加
以
来
云
々
参
事
院
議
長
山
県
有
朋
宛
大
森
鍾
一
明
治
十
五
年
九
月
」
（
大
木
喬
任
文
書
七
五
Ｉ
｜
）
。
集
会
条
例
改
正
案
審
議
と
公
布
後
の
法
運
用
（
天
野
）
四
七
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